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思いっきり！夏休み！！思いっきり！夏休み！！



もうすぐ夏休み。
今年の夏は、たはらで思いっきり遊びましょう。
親子で楽しめて、お財布にも優しいイベントが盛りだくさんです！

☎23-1510●親子交流館すくっと
※子どもだけの利用はできません。保護者同伴でご来館ください。 1006329

遊び場コーナー
【対象】3～12歳  ※一部6～12歳

　建物の吹き抜けを利用したネッ
トの遊び場です。1階部分には、
ボールプール「うみぞこひろば」
があります。ボルダリングのできる

「すくっとのかべ」も楽しめます。
※けが防止のため、靴下（5本指不可）また
は、上靴を着用いただきます。

さくらルーム
（子育て支援センター）
【対象】0～3歳
　おおむね3歳までのお子さんとその保護者が、安心
して遊べる場所です。滑り台やボールプールなどの
遊具で遊びながら仲間づくりの場にもなります。保育
士による子育て相談、子育て講座、子育て情報の提供
も行います。

スナメリちゃんの名前募集！！
　すくっとのうみぞこひろばにいるスナメリちゃんの名前を募集します。

【応募期間】7月20日（土）～8月31日（土）
【応募方法】館内に設置の応募用紙へ必要事項を記入し、窓口へ提出。
【賞品】〈名付け親賞〉1名に2,000円分の図書カード
　　　（複数の方が同じ名前で応募された場合は抽選となります）

【選考方法】すくっとスタッフが選考し決定。
※詳細は、7月20日（土）に館内へ設置する応募用紙をご確認ください。

【性別】女の子
【住んでる場所】うみぞこひろば
【好きなもの】イカとエビ、子ども

たちの笑い声

夏休みは、たはらで遊ぼう！夏休みは、たはらで遊ぼう！夏休みは、たはらで遊ぼう！

私に名前を

付けてね。

たくさんの
応募

待ってるよ
♪
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親子バスボム教室
【日時】7/28（日）
９：３０～
【場所】体験工房
【参加費】500円
【定員】50名（先着順）
※大人だけでも参加で
きます。

真夏のkoiを追いかけて…
巨大プールでコイをつかみ捕りしよう。

【日時】8/11（日・祝）10:00～
【場所】芝生広場またはテント下
【参加費】無料
【定員】小学生以下
300名（先着順）
※節水強化などにより
中止になる場合があり
ます。

フラワーアレンジメント教室
【日時】①7/14（日）②8/25（日）13：0０～
【内容】①多肉植物の寄せ
植え②固まるハーバリウム

【定員】各20名（先着順）
※5日前までに要予約

【参加費】①1,500円②未定
【場所】体験工房

サマーフェア
水遊び広場が登場します。

【期間】7/20（土）～
9/1（日）
10:00～16:00

（雨天・荒天中止）
※節水強化などにより中
止になる場合があります。

【参加料】無料

フリーマーケット
60ブースにいろいろな店が出店するフリーマー
ケットを開催します。

【日時】
7/28（日）9:30～
8/25（日）9:30～

【場所】サンテドーム

　　 工作教室
サンテパルクを飛び出し
て、出張子ども工作教室
を開催します。

【参加料】無料
【定員】200名（先着順）
●出張工作教室inぎょぎょランド

【日時】7/14（日）10:00～
【場所】赤塚山公園（ぎょぎょランド）（豊川市市田町
東堤上1番地30）
●出張工作教室inここにこ

【日時】7/22（月）9:30～
【場所】こども未来館ここにこ（豊橋市松葉町3丁目1）

子ども工作教室
子ども向け工作教室です。

【申込み】不要
【参加料】無料
【定員】各15０名
（先着順）

☎25-1234●サンテパルクたはら
※どのイベントも予告なく中止・変更になる場合があります。

◀サンテパルク
　たはらのＨＰ

日時 内容 場所
7/21（日）
１０：００～ 小石のアート 体験工房

8/4（日）
１０：００～ 木の実で工作 体験工房

8/11（日・祝）
１０：００～ スライム 体験工房

8/１８（日）
１０：００～ ペットボトルDE水族館 サラダ館

8/25（日）
１０：００～ くるくるひまわり サラダ館

出張
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対象：どなたでも  持ち物：なし

特別夏休みイベント 鹿の角の装飾品づくり ミニチュア縄文住居づくり

日時 7月20日（土）～9月1日（日）
※③期間内毎週土曜日 開館時間内ならいつでも 8月4日（日）10:00～16：00

内容 ①夏の限定まが玉づくり②あんぎ
んコースターづくり③竹の矢づくり 鹿の角を使って装飾品を作ります 縄文住居のミニ

チュアを作ります

定員 1日20名程度（先着順） 1日5名程度（先着順） 10名（先着順）

参加料 ①300円②200円③200円 500円 500 円

申込
①②不要③前日までに電話または
FAX にて（FAX の場合は、講座名・
住所・氏名・電話番号を明記）

前日までに
電話にて

前日までに電話またはFAXにて
（FAXの場合は、講座名・住所・氏
名・電話番号を明記）

吉胡貝塚資料館夏休みイベント

夏休み生きもの調査
日時 ７月26日（金）13:30～16：00
内容 水生昆虫を捕まえ、水のきれいさを考えます
場所 伊川津町新堀川（集合解散は市役所北玄関）

対象／
定員 小学３～６年生／10名（先着順）

参加料／
持ち物

無料／マリンシューズまたは汚れてもよい
運動靴・筆記用具など

申込

7月16日（火）までに電話・FAXにて（FAXの場
合は、郵便番号・住所・
代表者氏名・電話番
号・参加者全員の氏
名と年齢を明記）

いらごDE縁日
日時 8月10日（土）17：00～21：00
場所 伊良湖港緑地

内容 縁日屋台、ステージ
お菓子投げなど

その他 荒天中止

▶いらごＤＥ縁日実行委員会（商工観光課内） ☎23‐3522▶環境政策課　☎23‐3541

どうまい！
農産物堪能ツアー
イチジク収穫体験＆料理教室

1004578

▶豊橋田原広域農業推進会議事務局　☎0532-51‐2464

日時 8月24日（土）8:30～14：00

内容 イチジクの収穫体験、イチジクを使った料
理教室など

場所 イチジクの収穫体験他（集合解散は田原市
役所および道の駅とよはし）

対象／
定員 親子／20名（抽選）

参加料 大人1000円、子ども（小学生以下）500円

申込

7月22日（月）までにハガキ・Ｅメールにて（ツ
アー名、参加者全員の住所・氏名・年齢を明記）
〒440-8501（住所不要）豊橋田原広域農
業推進会議事務局

info_nogyokikaku@city.toyohashi.lg.jp ふくえ de night
日時 7月27日（土）、28日（日）17：00～21：00
場所 福江町下地地内

内容 音楽の流れる空間で
の懐かしい縁日屋台

その他 雨天中止

▶ふくえ de night実行委員会（小久保） ☎090‐9027-6540

赤羽根夏祭り
日時 7月27日（土）16：00～　※予備日：28日（日）
場所 ロコパーク（赤羽根西海岸）

内容
縁日屋台、ビンゴ大
会、盆踊り、打ち上げ
花火など

その他 荒天中止

▶赤羽根校区コミュニティ協議会　☎45‐5210　

▶シェルマよしご　☎22‐8060　 22-8070

1005664

1004098

シェルマよしごのＨＰ▶

●その他のイベント
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❖親子お楽しみイベント
「渥美線」や「路線バス」のことを学んでみませんか？

❖夏休み期間中「豊鉄バス」の小学生運賃が、
どこまで乗っても１乗車50円に！！

お子さんと一緒にバスに乗って、すてきな夏休み
の思い出をつくりに出かけてみませんか？

上記期間内で「田原市ぐるりんバス」に乗車された
小学生には、プレゼントを進呈（先着順）します。
▶街づくり推進課（田原市地域公共交通会議事務局）　
　☎27‐8603　 22‐3811
　  machi@city.tahara.aichi.jp
▶豊鉄バス㈱
　☎（0532）44‐8414

「目指せ！渥美線博士」
1004157

「目指せ！バス博士」
1004158

日時 7月27日（土）
9：30～12：10

8月3日（土）
9：30～12：00

内容 渥美線の乗り方や整備
工場の見学など

バスとの綱引き、洗車体
験、整備工場の見学など

集合／
解散 三河田原駅 田原市役所

場所 豊橋鉄道渥美線
高師車庫

豊鉄バス㈱
植田車庫

定員 40名程度 35名程度
申込
期限 7月9日（火）（必着） 7月16日（火）（必着）

夏休みに身近な鉄道・バスを知ろう！乗ろう!

対象：市内在住の小学生以下のお子さんと保護者
申込：街づくり推進課まで参加者全員の住所、氏名、年齢、電話
番号を電話・ＦＡＸ・メールにて

実施期間 7月20日（土）～9月1日（日）

乗車方法
乗車時に整理券を取り、降車時に小学生である
ことを運転手に伝え、整理券と一緒に小学生1
人あたり50円を運賃箱に入れてください。

対象路線 豊鉄バス全路線　※高速バスを除く

山のまち設楽体験ツアー
「水の恵み」を体験しよう

伊勢湾フェリー55周年記念イベント
夏休みこども船長体験

日時
7月13日（土）～9月1日（日）（除外日：8月10日（土）
～8月17日（土）【伊良湖発】9:30便10:40/10:50
便【鳥羽発】9:30便10:40/10:50便

内容
夏休み期間中、船内操舵室見学会を特別開
催します。こども船長服を着用して記念写真
を撮影できます。

場所 伊勢湾フェリー船内
定員 各便5組（先着順）

参加料 無料（別途、乗船料が
必要）

申込 伊勢湾フェリー伊良湖
のりば（9:00～16:00）へ電話にて

▶企画課　☎23‐3507　 23‐0669

▶伊勢湾フェリー伊良湖のりば
　☎35‐6217　

1004124 1006325

日時 8月10日（土）
8：00～17：00

内容 設楽ダム講座、五平餅づくり体験、魚のつか
み取りなど（天候により変更する場合あり）

対象 市内在住・在勤・在学の小学生以上の方
（小学生は保護者同伴）

集合場所 市役所北玄関前
行き先 設楽ダム建設予定地、豊邦交流センター他
定員 30名（抽選）

参加料
無料（ただし体験イベント・昼食にかかる
実費は現地で支払い【高校生以上】1000
円【中学生以下】500円）

申込 7月26日（金）までに、電話・FAＸにて（FAXの
場合は、住所・氏名・性別・電話番号を明記）

わくわくキャンプ 1006342

日時 8月18日（日）10：00～17：20（受付10：00～）

内容 愛知野外活動協会カウンセラー指導の下、豊か
な自然の中でレクリエーションをします

対象 豊橋市・田原市の小学4～6年生
場所 江比間野外活動センター

▶生涯学習課（江比間野外活動センター）　☎37‐1025　 37‐1287

定員 30名（抽選）
参加料 500円

申込
7月９日（火）～１８日（木）の期間に、電話または
FAＸにて（FAXの場合は、住所・氏名・学年・電話
番号・保護者名・アレルギーの有無を明記）

1004156

伊勢湾フェリー▶
ＨＰのＱRコード
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ど
で
対
応
し
て
い
き
ま
す
。

▪
当
面
の
検
討
課
題

　

こ
れ
か
ら
計
画
を
進
め
て
い
く
上

で
、
で
き
る
だ
け
早
い
段
階
か
ら
検
討

し
て
い
く
必
要
の
あ
る
課
題
は
学
校

プ
ー
ル
の
あ
り
方
と
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の

運
用
の
２
点
で
す
。

　
現
在
の
学
校
プ
ー
ル
は
、
築
40
年
を

経
過
し
た
も
の
が
全
体
の
46
％
を
占
め

て
い
ま
す
が
、
校
舎
や
体
育
館
な
ど
の

教
育
施
設
の
整
備
と
併
せ
て
、
プ
ー
ル

の
老
朽
化
対
策
を
進
め
る
こ
と
は
容
易

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
、
プ
ー

ル
の
集
約
化
を
図
り
、
近
隣
校
や
民
間

プ
ー
ル
を
利
用
し
た
授
業
の
検
討
や
、

将
来
的
に
は
、
年
間
利
用
が
可
能
な
屋

内
型
市
民
プ
ー
ル
の
整
備
の
可
能
性
な

ど
を
含
め
学
校
プ
ー
ル
再
編
方
針
を
検

討
し
て
い
き
ま
す
。

　
ス
ク
ー
ル
バ
ス
は
、
現
在
７
台
を
委

託
業
務
で
運
行
し
て
い
ま
す
が
、
２
年

後
に
控
え
た
泉
中
学
校
と
赤
羽
根
中
学

校
の
統
合
後
は
さ
ら
に
台
数
が
増
加
し

ま
す
。
こ
の
ス
ク
ー
ル
バ
ス
を
直
営
に

す
る
こ
と
で
、
登
下
校
時
以
外
に
プ
ー

ル
授
業
や
校
外
授
業
、
部
活
動
な
ど
の

移
動
手
段
に
利
用
可
能
と
な
り
ま
す
。

今
後
、
導
入
効
果
も
踏
ま
え
ス
ク
ー
ル

バ
ス
の
直
営
に
向
け
た
運
用
方
法
を
検

討
し
て
い
き
ま
す
。

　
本
計
画
は
、
子
ど
も
た
ち
の
教
育
を

最
優
先
に
考
え
た
も
の
で
、
地
域
や
学

校
と
も
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
未
来
を

担
う
子
ど
も
た
ち
の
学
校
を
、
よ
り
良

い
教
育
環
境
に
し
て
い
く
こ
と
を
目
的

と
し
、
５
年
毎
に
見
直
し
を
行
っ
て
い

き
ま
す
。

▼
教
育
総
務
課
☎
23‐３
５
３
０

平
成
26
年
12
月
に
田
原
市
教
育
委

員
会
で
策
定
し
た
学
校
全
体
配

置
計
画
に
基
づ
き
学
校
再
編
を
進
め
る

中
で
、
児
童
生
徒
・
学
校
・
地
域
・
財

政
上
へ
の
影
響
、
廃
校
施
設
の
利
活
用

な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
が
見
え
て
き

ま
し
た
。

　
そ
の
た
め
、
平
成
29
年
度
か
ら
田
原

市
学
校
未
来
創
造
計
画
検
討
委
員
会
を

設
置
し
、
学
校
全
体
配
置
計
画
の
見
直

し
を
す
る
と
と
も
に
、
学
校
施
設
の
長

寿
命
化
計
画
も
盛
り
込
み
、
子
ど
も
た

ち
に
と
っ
て
よ
り
良
い
教
育
環
境
の
整

備
と
魅
力
あ
る
学
校
づ
く
り
の
た
め
、

田
原
市
学
校
未
来
創
造
計
画
を
策
定
し

ま
し
た
。

▪
今
後
の
学
校
再
編
の
進
め
方

　
学
校
再
編
は
、
学
級
数
や
児
童
生
徒

数
が
基
準
を
満
た
さ
な
い
学
校
で
あ
っ

て
も
、
直
ち
に
統
廃
合
の
検
討
に
入
る

の
で
は
な
く
、
教
育
環
境
の
改
善
に
向

け
た
方
策
の
検
討
や
実
施
を
行
い
、
そ

の
後
の
推
移
を
見
守
り
な
が
ら
柔
軟
に

対
応
し
て
い
き
ま
す
。

　
な
お
、
泉
中
学
校
と
赤
羽
根
中
学
校

は
、
令
和
３
年
度
の
統
合
に
向
け
、
引

き
続
き
協
議
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

▪
学
校
施
設
の
長
寿
命
化

　
現
在
市
内
の
学
校
施
設
で
は
築
30
年

以
上
の
も
の
が
60
％
を
占
め
、
老
朽
化

が
顕
著
に
現
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
現
状
を
受
け
、
建
て
替
え
な
ど

の
改
築
中
心
の
従
来
型
管
理
か
ら
の
転

換
を
図
り
、
財
政
状
況
を
考
慮
し
た
上

で
、
従
来
の
建
物
が
長
く
利
用
で
き
る

よ
う
、
教
育
環
境
の
改
善
や
社
会
的

ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
た
め
の
長
寿
命
化

改
修
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

　
ま
た
、
築
40
年
を
超
え
劣
化
が
著
し

い
建
物
は
従
来
ど
お
り
大
規
模
改
修
な

よ
り
良
い
教
育
環
境
の
実
現
に
向
け
て

学
校
未
来
創
造
計
画
を
策
定
し
ま
し
た

１
０
０
６
３
１
２

▲老朽化が進むプール

▲スクールバスを利用して登下校する児童
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※ ・ＨＰ=ホームページ／ =市ＨＰでの検索用ページＩＤ

持
続
可
能
な
行
財
政
基
盤
を
構
築
す

る
た
め
、行
政
改
革
の
方
向
性
に

つ
い
て
議
論
す
る
田
原
市
行
政
改
革
推
進

委
員
会
を
設
置
し
ま
し
た
。

　
５
月
31
日（
金
）に
市
役
所
で
開
催
し
た

第
１
回
の
委
員
会
で
は
、愛
知
大
学
地
域

政
策
学
部
教
授
の
戸
田
敏
行
氏
が
会
長
に

互
選
さ
れ
ま
し
た
。本
委
員
会
は
、市
長
の

諮
問
機
関
と
し
て
、行
財
政
運
営
の
指
針

と
な
る「
行
政
改
革
大
綱
」の
策
定
に
向
け

意
見
交
換
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

　
今
回
で
第
４
次
と
な
る
行
政
改
革
大
綱

に
は
、市
役
所
内
部
の
改
革
や
、市
民
サ
ー

ビ
ス
の
再
構
築
の
具
体
的
な
ア
ク
シ
ョ
ン

プ
ラ
ン
を
盛
り
込
み
、12
月
ま
で
に
は
素

案
を
ま
と
め
る
予
定
で
す
。

▼
企
画
課
☎
23‐３
５
０
７

建
設
か
ら
35
年
以
上
が
経
過
し
、老
朽

化
が
進
む
田
原・渥
美
斎
場
に
代
わ

る
新
し
い
斎
場
の
建
築
工
事
が
始
ま
り
ま

す
。新
斎
場
は
現
在
の
田
原
斎
場
の
南
側
に

建
築
し
ま
す
。

　

新
斎
場
は
、最
新
の
排
煙
処
理
設
備
を

備
え
た
火
葬
炉
の
導
入
に
よ
り
、環
境
面
に

配
慮
す
る
と
と
も
に
、プ
ラ
イ
バ
シ
ー
空
間

を
充
実
さ
せ
た
、人
に
も
環
境
に
も
や
さ
し

い
施
設
と
な
り
ま
す
。既
存
の
葬
祭
棟
と
は

３
階
の
連
絡
通
路
で
つ
な
が
り
、ス
ム
ー
ズ

な
行
き
来
が
可
能
な
構
造
と
な
り
ま
す
。

　
な
お
、新
し
い
斎
場
は
２
年
に
渡
り
工
事

を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

新
斎
場
建
築
工
事
は
、現
田
原
斎
場
を

稼
動
さ
せ
な
が
ら
実
施
し
ま
す
。現
田
原

斎
場
お
よ
び
ペ
ッ
ト
火
葬
場
を
利
用
さ
れ

る
方
や
、近
隣
住
民
の
皆
さ
ん
に
は
ご
不

便
を
お
掛
け
し
ま
す
が
、ご
理
解
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
環
境
政
策
課
☎
23‐７
４
０
１

施
設
規
模

・
延
べ
床
面
積
：
約
３
８
０
０
㎡

・
構
造
：
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
、
地
上

３
階
地
下
１
階
建

施
設
概
要

・
人
体
炉
５
基
、
動
物
炉
１
基
、
エ
ン
ト

ラ
ン
ス
ホ
ー
ル
、
告
別
収
骨
室
３
室
、

待
合
室
５
室
、
キ
ッ
ズ
ス
ペ
ー
ス
、
授

乳
室
、
連
絡
通
路
な
ど

次
代
を
見
据
え
た
市
政
運
営
の
た
め
に

行
政
改
革
の
議
論
を
ス
タ
ー
ト

新
斎
場
の
建
築
工
事
が
始
ま
り
ま
す１

０
０
６
３
１
５

委員名 役職など
魚躬　功 田原臨海企業懇話会
川口　昌宏 田原市行政相談委員
髙橋　純子 民生児童委員協議会副会長
高橋　まなみ 福江金融協会会長
戸田　敏行 愛知大学地域政策学部教授
冨田　さよ子 田原市更生保護女性会会長
松井　賢二 公認会計士
水野　一道 市民協働まちづくり会議委員
山崎　隆三 （一社）田原青年会議所理事長
渡邊　康良 田原市地域コミュニティ連合会理事

▲会議の様子

▲新斎場イメージ図
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本
市
で
は
、公
共
施
設
の
適
切
な
維
持

管
理
や
整
備
、利
用
者
負
担
の
適
正

化
を
図
る
た
め
、公
共
施
設
に
係
る
経
費
の一

定
割
合
を
利
用
者
に
負
担
し
て
い
た
だ
く
基

準
を
作
成
し
ま
し
た
。そ
の
基
準
に
基
づ
い

て
、公
共
施
設
の
使
用
料
の
見
直
し
を
行
い

ま
し
た
。

　
使
用
料
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、各
施
設
へ
直

接
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
財
政
課
☎
27‐８
６
０
１

　
田原市プレミアム付商品券取扱店募集！

【商品券概要】
商品券
額面 500 円の商品券 10 枚 1 セット（5,000 円分）
を 4,000 円で販売
購入可能対象者
①令和元年度住民税非課税者
※住民税課税者と生計同一の配偶者・扶養親族、生活
保護被保護者などを除く
②３歳未満の子が属する世帯の世帯主
購入限度額
①の対象者は、5 セットまで
②の対象者は、3 歳未満の子の数×5 セットまで
商品券使用期間
10 月 1 日（火）～令和 2 年 3 月 31 日（火）

　本市では、消費税増税に伴う影響を緩和するとともに、地域における消費を喚起することを目的として、プ
レミアム付商品券を販売します。
　このプレミアム付商品券の取扱店を募集します。お店の PR、販売促進にご活用ください。

【取扱店募集】
応募資格
市内で営業し、店舗を有する事業所
費用
参加費・換金手数料などの費用はかかりません
募集期限
８月３０日（金）
申込
申込書に必要事項を記入の上、市商工観光課まで郵
送、持参、FAX にて
※申込書は市商工観光課、赤羽根市民センター、渥
美支所市民生活課、田原市商工会、渥美商工会、田
原市 HP から入手できます。

▶商工観光課☎ 23-3522 22-3817

10
月
１
日
か
ら
公
共
施
設
の

使
用
料
を
改
定
し
ま
す

施設区分 対象施設 改定内容例

文化施設

赤羽根文化会館、渥美
郷土資料館、渥美文化
会館、池ノ原会館、崋山
会館、田原文化広場、田
原市博物館、吉胡貝塚
資料館

【文化館ホール】（12:00～17:00
使用）7,710円→11,560円

［有料化］ホール空調など
【田原市博物館観覧料】（1回）
210円→310円

体育施設

赤羽根文化広場、渥美
運動公園、学校施設開
放、白谷海浜公園、総合
体育館、滝頭公園、中央
公園、緑が浜運動公園

【総合体育館】（1時間当たり）
610円→900円

［有料化］屋内競技場空調など
【中央公園他テニスコート】（1面
1時間）200円→300円

衛生施設
斎場、ペット火葬場 【葬祭場】（1 回）

5,140 円→ 7,710 円
【ペット火葬場】（集合火葬 1 匹）
2,050 円→ 3,070 円

観光・交流
施設

芦ケ池農業公園、江比
間野外活動センター、
親子交流館、ふれあい
の館、谷ノ口公園

【江比間野外活動センター青年
の家】（体育室夜間）
1,080 円→ 1,620 円

【谷ノ口公園野営場】（1 張 1 回）
2,000 円→ 2,030 円

その他施
設

小型船舶係留施設、田
原駅南公共駐車場、都
市公園、行政財産目的
外使用料

【田原駅南公共駐車場】（入場後
7 時間を超え 24 時間までの 1
時間ごと）510 円→ 520 円

※市民以外の方や営業などでの利用の場合は、使用料が異なる場合があります。

1006327
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企  画  提  案
ボランティア

日　時：10月27日日　午前10時～午後4時（予定）
会　場：田原文化会館周辺
テーマ：「新時代を切り開け！みんなが主役だ 第17回市民まつり」
企画提案

【募集内容】開催目的である「市民相互の融和と市民意識の高揚」のため、市民
を対象に行う催事、啓発事業、活動発表など（ブース出展やステージ企画）

【応募資格】市内在住・在勤の方を含む３名以上の団体
【定員】40団体程度
【審査】募集要領に基づき、事業の採択の審査あり　※提案内容について確認・調整を行う場合あり
【申込】７月26日金までに企画提案書に必要事項を記入の上、商工観光課へ直接・ＦＡＸ・Ｅメール・郵送にて
／締切日必着　
※企画提案書は、田原市民まつりＨＰからダウンロードもしくは、商工観光課、渥美支所、赤羽根市民センターで配布
※詳細は、田原市民まつりＨＰにある企画提案募集要領をご覧ください。
ボランティア

【活動内容】来客者対応、餅投げお手伝い、会場管理およびイベントの盛り上げなど
【活動時間】午前９時30分～午後４時30分ごろ（休憩１時間）
【応募資格】市内在住・在勤・在学の15歳以上の方（グループ申込可／中学生を除く）
【定員】20名程度
【申込】９月20日金までに申込用紙に必要事項を記入の上、商工観光課へ直接・ＦＡＸ・Ｅメール・郵送に
て／締切日必着
※申込用紙は、田原市民まつりＨＰ、商工観光課、渥美支所、赤羽根市民センターで配布

【その他】希望者にボランティア証明書を発行

イベント名（市町村）／場　所 期　日 問い合わせ
海水浴場（蒲郡市）／西浦温泉パームビーチなど 7/1 月～ 8/31 土 蒲郡市観光商工課☎（0533）66-1120

夏の茶臼山高原まつり（豊根村）／茶臼山高原 7/13 土～ 9/1 日 （一財）茶臼山高原協会☎（0536）87-2345
蒲郡まつり（蒲郡市）／蒲郡駅前、竹島埠頭周辺 7/27 土 28 日 蒲郡まつり実行委員会☎（0533）66-1120
奥三河まんぷく祭（設楽町）／道の駅アグリステー

ションなぐら前広場 7/27 土 28 日 奥三河まんぷく祭り実行委員会事務局☎090-4864-3464
設楽町観光協会☎（0536）62-1000

山フェス in 東栄町（東栄町）／東栄町体験交流館
のき山学校周辺他 7/28 日他 東栄町役場振興課☎（0536）76-0502

新城納涼花火大会（新城市）／桜淵公園 8/13 火 新城市観光協会☎（0536）29-0829
豊川手筒まつり（豊川市）／豊川市野球場 8/24 土 豊川手筒まつり実行委員会☎（0533）86-4101

炎の祭典（豊橋市）／豊橋球場（豊橋公園内） 9/14 土 15 日 炎の祭典実行委員会☎（0532）53-7211
星空おんがく祭 2019（東栄町）／東栄町野球場 9/21 土 星空おんがく祭実行委員会事務局☎（0536）76-0502

東三河の観光イベントをご紹介します。（東三河８市町村の広報紙共同企画）

▶愛知県東三河広域観光協議会☎（0532）54‐1484　 http://www.honokuni.or.jp/

イベント情報

▲
田原市民まつり推進協議会事務局（商工観光課内）　〒441-3492（住所不要）

　 ☎23-3522 22-3817  syoko@city.tahara.aichi.jp　 http://tahara-fes.sakura.ne.jp/

1004979

募集

会場を盛り上げる
ステージ企画も
待ってるきゃべ☆
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歳出予算額 支出済額歳入予算額 収入済額

88.6％（執行率） 89.5億円（予算現額）

54.0％

56.6％

61.2％

86.9％

71.4％

93.3％

86.8％

89.4％

95.8％

44.3％

49.2億円

38.7億円

36.9億円

33.0億円

28.4億円

25.6億円

15.0億円

7.5億円

2.4億円

0.6億円

歳出予算
326億6,527万円

支出済額
245億4,039万円
（75.1％）

議会費
（議会の運営費など）

その他
（労働費や災害復旧費など）

商工費
（商業や観光の振興、企業誘致など）

公債費
（借金の返済）

農林水産業費
（農業、畜産業、水産業の振興など）

消防費
（消防活動や救急活動など）

衛生費
（予防接種やごみ処理など）

土木費
（道路や公園の整備など）

民生費
（高齢者や障害者支援、保育園の運営など）

総務費
（コミュニティ支援や国際交流など）

101.2％（収入率） 172.2億円（予算現額）

34.4％

0.0％

90.1％

105.1％

116.1％

100％

98.2％

40.7％

89.8％

34.2億円

25.5億円

23.6億円

19.9億円

17.7億円

9.6億円

7.5億円

5.6億円

11.0億円

歳入予算
326億6,527万円

収入済額
277億8,506万円
（85.1％）

その他
（財産収入や諸収入など）

使用料及び手数料
（市営住宅家賃など）

市債
（新たな市の借金）

国庫支出金
（道路や公園を作るための補助金など）

市税
（市民税・固定資産税など）

県支出金
（子ども医療費の補助金など）

地方譲与税等
（地方消費税などがもとになった国からの交付金）

繰入金
（貯金の取り崩し）

地方交付税
（所得税や法人税などがもとになった国からの交付金）

繰越金
（去年余ったお金）

教育費
（小中学校運営や生涯学習など）

　田原市では、市の家計簿である財政の状況を、上半期と下半期に分けて、年２回公表しています。今回は平成31
年3月31日現在の予算執行状況などをお知らせします。なお、表中の金額は表示単位を四捨五入しているため、合
計額などが合わない場合があります。▶財政課☎27-8601

■市債（借入金）の残高 ■市有財産
財産 内容 面積・金額

土地 公園や学校の敷地など 361 万   392㎡

建物 市役所・学校など 39 万 7,563㎡

基金 財政調整基金など 178 億 8,736 万円

出資による権利 （公財）崋山会など ４億 4,905 万円

一般会計
158億1,134万円

特別会計
100億7,233万円

教育債
22億3,029万円

土木債
20億2,668万円

その他（総務債・商工債・民生債など）
2億5,872万円

公共下水道事業特別会計
72億7,277万円

農業集落排水事業特別会計
27億9,956万円

総額●258億8,367万円
臨時財政対策債
70億813万円

減収補てん債
16億5,270万円減税補てん債 4億3,787万円

消防債 9億8,694万円
公営住宅債 7億9,425万円

農林水産業債 4億1,576万円

歳出
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歳出予算額 支出済額歳入予算額 収入済額

88.6％（執行率） 89.5億円（予算現額）

54.0％

56.6％

61.2％

86.9％

71.4％

93.3％

86.8％

89.4％

95.8％

44.3％

49.2億円

38.7億円

36.9億円

33.0億円

28.4億円

25.6億円

15.0億円

7.5億円

2.4億円

0.6億円

歳出予算
326億6,527万円

支出済額
245億4,039万円
（75.1％）

議会費
（議会の運営費など）

その他
（労働費や災害復旧費など）

商工費
（商業や観光の振興、企業誘致など）

公債費
（借金の返済）

農林水産業費
（農業、畜産業、水産業の振興など）

消防費
（消防活動や救急活動など）

衛生費
（予防接種やごみ処理など）

土木費
（道路や公園の整備など）

民生費
（高齢者や障害者支援、保育園の運営など）

総務費
（コミュニティ支援や国際交流など）

101.2％（収入率） 172.2億円（予算現額）

34.4％

0.0％

90.1％

105.1％

116.1％

100％

98.2％

40.7％

89.8％

34.2億円

25.5億円

23.6億円

19.9億円

17.7億円

9.6億円

7.5億円

5.6億円

11.0億円

歳入予算
326億6,527万円

収入済額
277億8,506万円
（85.1％）

その他
（財産収入や諸収入など）

使用料及び手数料
（市営住宅家賃など）

市債
（新たな市の借金）

国庫支出金
（道路や公園を作るための補助金など）

市税
（市民税・固定資産税など）

県支出金
（子ども医療費の補助金など）

地方譲与税等
（地方消費税などがもとになった国からの交付金）

繰入金
（貯金の取り崩し）

地方交付税
（所得税や法人税などがもとになった国からの交付金）

繰越金
（去年余ったお金）

教育費
（小中学校運営や生涯学習など）

市の家計簿を公表します
■一般会計　予算額　326億6,527万円

平成30年度
下 半 期

会計 予算額 収入済額 収入率 支出済額 執行率
国民健康保険特別会計 82 億 2,905 万円 73 億 2,167 万円 89.0％ 75 億 3,656 万円 91.6％
公共下水道事業特別会計 18 億 1,328 万円 8 億 6,387 万円 47.6％ 11 億 3,047 万円 62.3％
農業集落排水事業特別会計 6 億 6,642 万円 4 億 2,506 万円 63.8％ 5 億      68 万円 75.1％
田原福祉専門学校特別会計 １億 2,426 万円 9,783 万円 78.7％ 1 億 1,082 万円 89.2％
後期高齢者医療特別会計 7 億 7,969 万円 7 億 4,625 万円 95.7％ 7 億　 957 万円 91.0％

計 116 億 1,268 万円 94 億 5,467 万円 81.4％ 99 億 8,810 万円 86.0％

予算区分 収入予算額 収入額 収入率 支出予算額 支出額 執行率
収益的収支 13 億 5,286 万円 12 億 8,615 万円 95.1％ 13 億 2,359 万円 12 億 1,374 万円 91.7％
資本的収支 2 億 6,954 万円 2 億 6,086 万円 96.8％ 6 億 5,562 万円 5 億 8,951 万円 89.9％

■特別会計

■水道事業会計

歳入
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◦対象　※所得制限があります。

・母子家庭（父に重度の障害がある家庭を含む）で18歳以下（18歳に達した
日の属する年度の末日まで。以下同じ）の児童を養育する母および児童

・父子家庭（母に重度の障害がある家庭を含む）で18歳以下の児童を養育す
る父および児童

・父母のいない18歳以下の児童
◦内容
医療保険における自己負担額を助成します。
◦申請に必要なもの
保険証、印鑑、戸籍謄本（写しでも可）、転入者の場合は所得証明書

◦対象
中学３年生（満15歳に達した最初の３月31日）まで
※小学生以上の障害者医療・母子家庭等医療を受けている方を除く

◦内容
医療保険における自己負担額を助成します。

◦申請に必要なもの
保険証（加入手続き中のときは証明書）、印鑑

　子ども医療費助成

　母子家庭等医療費助成

医療費の助成制度

◦対象
後期高齢者医療に加入している方で以下に該当する方
・障害者医療の受給資格者
・一人暮らしの方（市町村民税非課税または免除されている方）など

◦内容
医療保険における自己負担額を助成します。

◦申請に必要なもの
保険証、印鑑、それぞれの手帳など

　後期高齢者福祉医療費助成

　本市では、市民の皆さんが医療機関にかかるときの費用の負担を軽くし
て、安心して医療サービスを受けていただけるよう、さまざまな助成制度
を設けています。詳しくはお問い合わせください。

◉保険年金課　医療係 　　☎23‐3514
国保年金係 ☎23‐2149

見 
本

見 

本

見 

本

※
８
月
１
日
か
ら
印
刷
は
だ
い
だ
い
色

令和元年7月  広報たはら │    │12



医療費の助成制度

◦対象
・１～３級の身体障害者手帳所持者（腎臓機能障害は４級、進行性筋萎縮症は

４～６級の方）
・Ａ・Ｂ判定の療育手帳所持者
・自閉症状群と診断されている方
◦内容
医療保険における自己負担額を助成します。
◦申請に必要なもの
保険証、印鑑、それぞれの手帳（自閉症状群については、自閉症の診療経験が
ある医師の発行する診断書）

◦対象
①精神障害者保健福祉手帳１・２級をお持ちでない方で、次のいずれかに
　該当する方
・精神障害と診断され、自立支援医療（精神通院）を受けている方
・精神障害と診断され、入院している方（措置入院の方は除く）
②精神障害者保健福祉手帳１・２級をお持ちの方
◦内容
①医療保険における精神障害治療に必要な通院医療費の自己負担額全額と　

入院医療費の自己負担額の半額を助成します。
②医療保険における自己負担額の全額を助成します。
◦申請に必要なもの
①【通院】 保険証、印鑑、自立支援医療受給者証  ※受給者証は通院のみ発行します。
　【入院】 保険証、印鑑、診断書、入院時の領収書、通帳など振込先の分かるもの
②精神障害者保健福祉手帳、保険証、印鑑、領収書、通帳など振込先の分かるもの

◦対象
国民健康保険に加入している70歳以上の方
※70歳の誕生日の翌月（１日生まれの方は誕生月）からが対象となります。
◦内容
医療を受けたとき、自己負担割合が２割（現役並みに所得がある方は３割）
となります。
◦発行について
該当の方へ70歳の誕生日の月末に郵送します。（１日生まれの方は前月末）

◉国民健康保険高齢受給者証をお持ちの方には、７月26日（金）までに新しい受給者証を郵送します。
◉有効期限が平成31年７月31日の母子家庭等医療費受給者証・後期高齢者福祉医療費受給者証をお持ちの方で更新申請がお

済みでない方は、更新手続きが必要です。対象になると思われる方で、通知が届かない場合はお問い合わせください。

　 　 　 ▼保険年金課☎23‐3514

　国民健康保険　高齢者医療費給付

　障害者医療費助成

　精神障害者医療費助成

医療費受給者証の更新をお忘れなく

見 

本

見 

本

見 

本

※
８
月
１
日
か
ら
用
紙
は
薄
だ
い
だ
い
色
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　田原市地域コミュニティ連合会主催の交流スポー
ツ大会が渥美運動公園屋内競技場で開催され、市内
20のコミュニティ協議会から約470名が参加しま
した。この大会は、協議会ごとに男女混合で編成され
たチームによる対抗戦で、玉入れとフライングディ
スクゴルフが行われました。参加者は、心地よい汗を
流しながら一体感を高めることができました。

地域で一致団結
広がる交流の輪

6/8
［土］

大空の勝負
熱戦繰り広げ

5/26
［日］

　伝統の田原凧まつりが開催されまし
た。25日（土）にトヨタ自動車（株）厚生
センターで初凧祈願祭が行われまし
た。26日（日）には、はなのき広場周辺
でけんか凧合戦が行われました。目が
離せない戦いの末、「赤6」チームが優
勝をつかみました。

　田原を美しくする推進デーが市内全域で行われま
した。今年で27年目を迎えるこの活動は、自治会や
各種団体、臨海企業の方々が参加し、市内を一斉に清
掃しているものです。ごみを拾う活動を通して、市民
一人一人の「自分のごみは自分で持ち帰る」という意
識が育っています。

きれいな街は
みんなの手で！

6/2
［日］

▲会場内は各々のチームへの声援で熱気にあふれていました
【玉入れ】優勝：赤羽根、準優勝：野田、3位：童浦・中山
【フライングディスクゴルフ】優勝：大草、準優勝：若戸、3位：田原中部・伊良湖

▲真剣なまなざしで凧を操る選手たち

▲中学生も参加し、自治会ごとにゴミ拾いをしました
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～渥美半島
を元気に！～

元気通信
山下市長の

　今月号から再び「元気通信」を皆さん
にお届けさせていただきます。引き続き

「渥美半島を元気に！」をモットーにした
内容を載せていきたいと思います。
　折しも5月から平成から令和へと元号
が改められました。新しい仕事を新時代
の最初から始められることには喜びとと
もに大きな責任を感じます。
　一期目の私は多くの方々とお会いし、
さまざまな議論を重ね、コミュニケー
ションを深めてきました。それが私の財

産となり、政策実現にも大いに役立って
きたと自負しています。
　これからも皆さんと共に楽しみ、時に
は苦しみをも分かち合えるような市長
であり山下でありたいと願いつつ活動
してまいります。

新時代のはじめに

　田原市歯科医師会主催の歯の健康フェス
ティバルが田原文化会館で開催されました。こ
のイベントは、むし歯や歯周病などの予防を目
的に開催され、歯科検診やフッ化物塗布など、さ
まざまな催しが行われました。来場者は楽しみ
ながら歯の健康を考えることができました。

みんなで考えよう
歯の健康

6/2
［日］

　愛のココナッツ・メッセージ「やしの実投
流」が沖縄県石垣島沖で行われました。「名も
知らぬ遠き島」を石垣島に見立て、昭和63年
から始まったこの取り組み。参加した50名
は、船上から106個の椰子の実を「恋路ヶ浜へ
届け」と願いを込めて海に投げ入れました。

黒潮に願いを乗せて
届け！恋路ヶ浜へ

6/5
［水］

▲これまでに本市へは4個のやしの実が流れ着いています

▲愛知県歯科技工士会による歯のパズルコーナー
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市民の皆さんからの投 稿 作品をご紹介します！

●みんな、注目！
長年続けているボランティア・市内のお気に入りの風景など

【内容】写真と100文字程度の紹介文　※営利活動は不可
●ごきげんスマイル♪
3歳以下のお子さんの笑顔の写真（応募時点）

【内容】写真とお子さんの氏名（ふりがな）・誕生日
●プラス（ワン）ファミリー
あなたの可愛いペット写真

【内容】写真と名前・種別・年齢

投稿作品 大募集！ あなたのご自慢の作品をお寄せください。広報たはらに関するご意見やご感想も
お待ちしています。 1003251

①投稿作品が採用された方、全員に
②投稿・意見をお寄せいただいた方の中から抽選で

図書カード
プレゼント！

応募方法
テーマ・内容と住所・氏名・年齢・電話番号を記入の
上、Ｅメールまたは郵送にて。応募者多数の場合は、
抽選で掲載します。
※写真はデータの場合、JPEG形式で500ＫＢ～
1.5MＢ。プリントの場合は後日返却します。
応募先
広報秘書課☎22-0138
郵便→〒441-3492住所不要
Ｅメール→　  koho@city.tahara.aichi.jp　

CAＥＡ大人の自然塾の参加者を募集します！

ＣＡＥＡ渥美半島
環境活動協議会

（鈴木吉春）
090-9123-7983

yoshiharu
@kamenoko.org

［投稿者］

　４Ｈクラブの「４Ｈ」は、Ｈｅａｄ（頭）、Ｈａｎｄ(手)、Ｈｅａｒｔ（心）、Ｈｅａｌｔｈ（健康）の頭文字を取っ
たものです。４Ｈクラブはこの４つのＨを活動の信条として、より良い農村、農業を創るため
に自主活動している若手農家の組織です。田原市では現在20人のクラブ員が在籍し、田原
市４Ｈクラブ連絡協議会として地域貢献活動や学習活動に意欲的に取り組んでいます。

【主な活動】
■市内外での販売・ＰＲ
　クラブ員が共同で栽培した野菜や渥美農業高等学校の
メロンなどを、地域農業祭や名古屋市内でのマルシェ（青
空市）に出品し、販売を通じて産地やクラブのＰＲをしたり、
消費者の声を聞いて生産者に還元したりしています。
■ジャンボカボチャコンテスト
　農業への関心をもっと高めたい、栽培の楽しさや収穫の
喜びを感じてもらいたいという趣旨で、市民の皆さんや保
育園などに参加していただき、毎年実施しています。ジャ
ンボカボチャコンテストに参加する保育園では、クラブ員
がジャンボカボチャの栽培指導を行っています。
　昨年20周年を迎えた歴史ある「ジャンボカボチャコンテ
スト」に、皆さんもぜひ参加してください。
■プロジェクト発表会
　クラブ員が栽培などに関する課題を解決する手法を学
ぶために実施しています。毎年、その成果を田原市で就農
した１年目の方を対象に発表しています。
■観光体験博覧会たはら巡り～な
　田原市を元気で豊かな地域とするため、渥美半島の日
常にどっぷり浸かる観光体験博覧会「たはら巡り～な」にク
ラブ員も参加しています。農業体験を通じて、農業に興味
を持ってもらえることを願っています。

　これからもさまざまな活動を通じて田原市を盛り上げ
ていきたいと思います。

◎4Hクラブ員募集
　4Hクラブでは一緒に活動するメンバーを募集しています。「経営の発展を目指したい！農
家仲間が欲しい！新しいことをやってみたい！」そんな考えをお持ちの方は４Ｈクラブ員また
は事務局までお気軽にご連絡ください。

▲ジャンボカボチャコンテスト

▲星が丘テラスのマルシェに出店           

▲プロジェクト発表をするクラブ員                  
          

▲「たはら巡り～な」のキャベツ収穫体験

　CAEA渥美半島環境活動協議会では、田原市市民協働補助金提案事業のプログラム
として「大人の自然塾」を開催します。
　若い親世代から「自然の中であまり遊んだことがない」という声が聞こえてきました。そ
こで、昨年度から若い大人の世代に渥美半島の自然の良さを体感してもらおうと、いろい
ろな場所で「遊ぶ」「楽しむ」ことができるような企画をしています。
　今回は、干潟の生き物観察をします。干潟とは、潮の引
いたときに見える砂泥地のことです。渥美半島では、中部
地方最大規模の干潟として汐川干潟が有名ですが、福江
港にも福江干潟があります。
　干潟には、ゴカイやカニなどの底生生物や貝類が住ん
でいます。童心に帰って渥美半島の自然を楽しみません
か。親子での参加も歓迎です。

【日　時】８月３１日（土）１１：００～１４：００
【場　所】福江干潟（弁財が浜）福江港東側
【内　容】干潟の生き物観察、パッククッキング
【講　師】汐川干潟を守る会　　藤岡エリ子氏
【参加費】大人８００円　子ども３００円　
【持ち物】長靴、ぼうし、タオル、シャベルやアサリかき（あれば）　　　　　
【申　込】8月24日（土）までに電話またはEメールにて

▲福江干潟

くまくん（6歳）
チワワ♂

（福江町 山内さん）

私たち４Ｈクラブです！！

田原市4Hクラブ
連絡協議会

（事務局：田原農業改良普及課）
☎22-0381

［投稿者］

シーエーイーエ―

伊原 軍次くん
ぐん じ

9カ月
田原町

松永 莉茉ちゃん

1歳
東赤石

り　 ま

わが家の
ペット
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市民の皆さんからの投 稿 作品をご紹介します！

●みんな、注目！
長年続けているボランティア・市内のお気に入りの風景など

【内容】写真と100文字程度の紹介文　※営利活動は不可
●ごきげんスマイル♪
3歳以下のお子さんの笑顔の写真（応募時点）

【内容】写真とお子さんの氏名（ふりがな）・誕生日
●プラス（ワン）ファミリー
あなたの可愛いペット写真

【内容】写真と名前・種別・年齢

投稿作品 大募集！ あなたのご自慢の作品をお寄せください。広報たはらに関するご意見やご感想も
お待ちしています。 1003251

①投稿作品が採用された方、全員に
②投稿・意見をお寄せいただいた方の中から抽選で

図書カード
プレゼント！

応募方法
テーマ・内容と住所・氏名・年齢・電話番号を記入の
上、Ｅメールまたは郵送にて。応募者多数の場合は、
抽選で掲載します。
※写真はデータの場合、JPEG形式で500ＫＢ～
1.5MＢ。プリントの場合は後日返却します。
応募先
広報秘書課☎22-0138
郵便→〒441-3492住所不要
Ｅメール→　  koho@city.tahara.aichi.jp　

CAＥＡ大人の自然塾の参加者を募集します！

ＣＡＥＡ渥美半島
環境活動協議会

（鈴木吉春）
090-9123-7983

yoshiharu
@kamenoko.org

［投稿者］

　４Ｈクラブの「４Ｈ」は、Ｈｅａｄ（頭）、Ｈａｎｄ(手)、Ｈｅａｒｔ（心）、Ｈｅａｌｔｈ（健康）の頭文字を取っ
たものです。４Ｈクラブはこの４つのＨを活動の信条として、より良い農村、農業を創るため
に自主活動している若手農家の組織です。田原市では現在20人のクラブ員が在籍し、田原
市４Ｈクラブ連絡協議会として地域貢献活動や学習活動に意欲的に取り組んでいます。

【主な活動】
■市内外での販売・ＰＲ
　クラブ員が共同で栽培した野菜や渥美農業高等学校の
メロンなどを、地域農業祭や名古屋市内でのマルシェ（青
空市）に出品し、販売を通じて産地やクラブのＰＲをしたり、
消費者の声を聞いて生産者に還元したりしています。
■ジャンボカボチャコンテスト
　農業への関心をもっと高めたい、栽培の楽しさや収穫の
喜びを感じてもらいたいという趣旨で、市民の皆さんや保
育園などに参加していただき、毎年実施しています。ジャ
ンボカボチャコンテストに参加する保育園では、クラブ員
がジャンボカボチャの栽培指導を行っています。
　昨年20周年を迎えた歴史ある「ジャンボカボチャコンテ
スト」に、皆さんもぜひ参加してください。
■プロジェクト発表会
　クラブ員が栽培などに関する課題を解決する手法を学
ぶために実施しています。毎年、その成果を田原市で就農
した１年目の方を対象に発表しています。
■観光体験博覧会たはら巡り～な
　田原市を元気で豊かな地域とするため、渥美半島の日
常にどっぷり浸かる観光体験博覧会「たはら巡り～な」にク
ラブ員も参加しています。農業体験を通じて、農業に興味
を持ってもらえることを願っています。

　これからもさまざまな活動を通じて田原市を盛り上げ
ていきたいと思います。

◎4Hクラブ員募集
　4Hクラブでは一緒に活動するメンバーを募集しています。「経営の発展を目指したい！農
家仲間が欲しい！新しいことをやってみたい！」そんな考えをお持ちの方は４Ｈクラブ員また
は事務局までお気軽にご連絡ください。

▲ジャンボカボチャコンテスト

▲星が丘テラスのマルシェに出店           

▲プロジェクト発表をするクラブ員                  
          

▲「たはら巡り～な」のキャベツ収穫体験

　CAEA渥美半島環境活動協議会では、田原市市民協働補助金提案事業のプログラム
として「大人の自然塾」を開催します。
　若い親世代から「自然の中であまり遊んだことがない」という声が聞こえてきました。そ
こで、昨年度から若い大人の世代に渥美半島の自然の良さを体感してもらおうと、いろい
ろな場所で「遊ぶ」「楽しむ」ことができるような企画をしています。
　今回は、干潟の生き物観察をします。干潟とは、潮の引
いたときに見える砂泥地のことです。渥美半島では、中部
地方最大規模の干潟として汐川干潟が有名ですが、福江
港にも福江干潟があります。
　干潟には、ゴカイやカニなどの底生生物や貝類が住ん
でいます。童心に帰って渥美半島の自然を楽しみません
か。親子での参加も歓迎です。

【日　時】８月３１日（土）１１：００～１４：００
【場　所】福江干潟（弁財が浜）福江港東側
【内　容】干潟の生き物観察、パッククッキング
【講　師】汐川干潟を守る会　　藤岡エリ子氏
【参加費】大人８００円　子ども３００円　
【持ち物】長靴、ぼうし、タオル、シャベルやアサリかき（あれば）　　　　　
【申　込】8月24日（土）までに電話またはEメールにて

▲福江干潟

くまくん（6歳）
チワワ♂

（福江町 山内さん）

私たち４Ｈクラブです！！

田原市4Hクラブ
連絡協議会

（事務局：田原農業改良普及課）
☎22-0381

［投稿者］

シーエーイーエ―

伊原 軍次くん
ぐん じ

9カ月
田原町

松永 莉茉ちゃん

1歳
東赤石

り　 ま

わが家の
ペット
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市
民
活
動
だ
よ
り

地
域
の
話
題

市民の
チカラ

地域の
チカラ

　
亀
山
地
区
は
、本
市
の
西
端
に
位
置
し
、

伊
勢
湾
に
面
し
て
良
質
な
農
地
が
広
が
る

自
然
豊
か
な
地
域
で
す
。住
民
が
笑
顔
で

暮
ら
せ
る
元
気
な
地
区
を
作
る
た
め
、「
心

や
す
ら
ぐ　

緑
ゆ
た
か
な　

美
し
い
地

域　
亀
山
」を
地
区
の
将
来
像
と
し
て
、そ

の
目
標
に
向
け
、ま
ち
づ
く
り
の
推
進
、コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

▪
か
め
や
ま
夏
ま
つ
り

　
毎
年
８
月
12
日
に
市
民
館
ま
つ
り
と
し

て「
か
め
や
ま
夏
ま
つ
り
」を
開
催
し
て
い

ま
す
。住
民
が
主
体
と
な
っ
て
開
催
し
て

お
り
、金
魚
す
く
い
な
ど
の
ゲ
ー
ム
コ
ー

ナ
ー
、子
ど
も
白
バ
イ
体
験
、や
き
そ
ば
や

フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
な
ど
の
屋
台
、盆
踊
り

や
ビ
ン
ゴ
大
会
な
ど
盛
り
だ
く
さ
ん
な
内

容
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

場
所
は
、国
道
２
５
９
号
沿
い
の
愛
知

み
な
み
農
協

あ
つ
み
西
部

セ
ン
タ
ー
で

開
催
を
し
て

お
り
、市
民

の
皆
さ
ん
、

通
り
す
が
り

の
観
光
客
、

帰
省
客
の
方
々
に
も
立
ち
寄
っ
て
も
ら

い
、夏
の
ひ
と
と
き
を
満
喫
し
て
も
ら
お

う
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
今
年
も
、例
年
通
り
８
月
12
日（
月・振
）

に
開
催
し
ま
す
の
で
、皆
さ
ん
の
お
越
し

を
お
待
ち
し
て
ま
す
。

▪
か
め
や
ま
防
災
キ
ャ
ン
プ

　
平
成
30
年
度

新
規
事
業
と

し
て
、８
月
27

日（
月
）・
28
日

（
火
）、亀
山
市

民
館
・
亀
山
小

学
校
体
育
館
に

お
い
て
、小
学

１
～
６
年
生
に
よ
る
防
災
キ
ャ
ン
プ
を
実

施
し
ま
し
た
。

　

小
学
校
の
南
側
に
位
置
す
る「
う
し
の

け
山
」に
避
難
し
、下
山
す
る
と
い
う
訓
練

を
始
め
、防
災
ラ
ン
チ（
非
常
食
の
試
食
）、

Ａエ
ー
イ
ー
デ
ィ
ー

Ｅ
Ｄ
講
習
、避
難
所
作
り
講
座
、炊
き

出
し
訓
練
、ド
キ
ド
キ
！
ナ
イ
ト
ハ
イ
ク

な
ど
を
体
験
し
ま
し
た
。普
段
体
験
で
き

な
い
こ
と
を
経
験
し
、と
て
も
有
意
義
な

訓
練
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

▼
総
務
課
☎
23‐３
５
０
４

「
第
２
回
た
は
ら
サ
ン
ド
ア
ー
ト
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
」が
開
催
さ
れ
ま
し
た
！

　　
５
月
12
日（
日
）、赤
羽
根
西
海
岸
に
お

い
て
、砂
で
造
形
を
楽
し
む
イ
ベ
ン
ト「
た

は
ら
サ
ン
ド
ア
ー
ト
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、知
的・発
達
障
が
い

を
持
つ
子
ど
も
た
ち
の「
安
心
で
き
る
居

場
所
づ
く
り
」と
、誰
も
が
自
分
ら
し
く

あ
り
の
ま
ま
で
い
ら
れ
る「
ノ
ー
マ
ラ
イ

ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
地
域
づ
く
り
」の
実
現
を

目
指
し
て
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

当
日
は
、天
候
に
恵
ま
れ
、爽
や
か
な

風
が
吹
く
中
、市
内
外
か
ら
申
し
込
み
の

あ
っ
た
家
族
連
れ
と
一
般
の
参
加
者
約

１
０
０
名

が
、ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア

と
一
緒
に

砂
の
作
品

に
取
り
組

み
、と
て

も
賑
わ
い

の
あ
る
イ

ベ
ン
ト

と
な
り
ま
し

た
。

　

参
加
者

は
、サ
ン
ド

ア
ー
テ
ィ
ス

ト
の
保
坂
俊

彦
さ
ん
か
ら

指
導
を
受
け

な
が
ら
、家

族
や
グ
ル
ー

プ
で
協
力
し

て
砂
の
ア
ー

ト
を
完
成
さ

せ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

サ
ン
ド
ア
ー
ト
実
行
委
員
会
は
、こ
う

し
た
イ
ベ
ン
ト
を
通
じ
て
、障
が
い
に
対

す
る
理
解
が
深
ま
り
、市
民
協
働
に
よ
る

「
誰
一
人
取
り
残
さ
な
い
」社
会
の
実
現
を

目
指
し
て
、活
動
を
続
け
て
い
き
ま
す
。

▪
問
い
合
わ
せ

た
は
ら
サ
ン
ド
ア
ー
ト
実
行
委
員
会
代
表
者

（
林
智
也
）☎
36‐６
５
２
５ 

田
原
市
民
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー

１
０
０
１
０
６
１

shim
inkatsudo@

city.tahara.
aichi.jp

亀
山

◦ＡＥＤ講習の様子

◦屋台のゲームを楽しむ皆さん

◦砂の作品を作る参加者

◦最後に集合写真を撮りました
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▶学校教育課
☎23‐3679

学校生活の
一コマを
紹介

　若戸小学校の５年生は、ゆりのき学習（総合的な学習）の
時間を通して、「米」について学んでいます。
　５月にはスクールサポーターの指導の下、初めての田植
えを経験しました。田んぼの端に一列に並び、等間隔に印
のついたひもに沿って、３～４本ずつ苗を植え付けていき
ます。最初は、泥の感触に「うわあ、ぬるぬるしてる！」「え
えっ、足入れれん、無理！」と悲鳴を上げていた子どもたち
も、慣れてくるにつれ、手際よく植えることができるように
なってきました。田植えを終えた後は、苗がきれいに植えら
れた田んぼを見て、満足げにほほえむ様子が見られました。
　今後は、稲刈りの際に稲の束を縛る「すがい」をなう作業

（昨年度の藁を使用）、稲刈り、脱穀、籾すり、しめ縄づくり、
もちつきと、子どもたちはたくさんの作業をしていきます。
　こうした貴重な体験をすることができる「ふるさと若戸」
の環境に感謝しながら、子どもたちは「米」について、学びを
深めていきます。

　本年度、待ちに待った福江中学校と伊良湖岬中学校の統
合が行われ、新生福江中学校の出発式が4月26日（金）に生
徒の手で行われました。まずは、全校生徒が一つになって、
参加していただいた保護者の方々を囲み、体育館中に響き
渡る声で校歌斉唱を行いました。肩を組んで歌う生徒の姿
から新生福江中学校の明るさとパワーを感じました。
　「元輝快晴」「のびた」「炭酸」など工夫を凝らしたクラスの
級訓を、ダンスやショートコントなどで発表しました。生徒
のパフォーマンスを見ている保護者の方からの熱い視線、
そして手拍子で大いに盛り上がりました。生徒たちは、期間
が短い中、パフォーマンスを決め、練習し、仕上げることが
できました。生徒の笑顔やたくましさ、パワー、そしてクラ
スの一体感で、出発式に参加した保護者の方々は感動して
いました。
　新生福江中学校は、「すまいる福江」をスローガンに、地域
の方々と共に私たちのふるさとをさらに盛り上げていきま
す。

「ふるさとで学ぶ」
米作りを通して 若戸小学校

「統合して心を一つに」
すまいる福江！出発式 福江中学校

◦恐る恐る田んぼに入る児童ら

◦慣れてきて手際よく植える児童ら

◦級訓を発表する生徒たち

◦全校生徒で校歌斉唱

広報たはら  令和元年7月│    │19



※財源確保のため、有料広告を掲載しています。広告については市が推奨するものではありません。内容については直接広告主へお問い合わせください。

表
彰

叙
勲

　
永
年
に
わ
た
る
功
績
を
称
え
ら

れ
、
次
の
方
が
叙
勲
の
栄
に
浴
さ

れ
ま
し
た
。（
敬
称
略
）

▪
瑞
宝
双
光
章

渥
美 

昌ま
さ
お夫（
元
田
原
町
収
入
役

／
地
方
自
治
功
労
／
野
田
町
）

イ
ベ
ン
ト

伊
勢
湾
フ
ェ
リ
ー
55
周
年
記

念
イ
ベ
ン
ト 

サ
ン
セ
ッ
ト
ク

ル
ー
ズ　
　

 

１
０
０
６
３
２
６

日
時：
７
月
14
日（
日
）・
８
月
４

日（
日
）／【
伊
良
湖
発
】午
後
５
時

受
付
場
所：
伊
良
湖
営
業
所　

内

容：伊
良
湖
発
着
で
普
段
み
る
こ
と

が
で
き
な
い
答
志
島
を
１
周
す
る

サ
ン
セ
ッ
ト
ク
ル
ー
ズ
を
ワ
ン
コ
イ

ン
で
楽
し
め
る
特
別
ク
ル
ー
ズ
便

を
運
航　

参
加
料：
５
０
０
円　

定
員：
３
０
０
名　

申
込：
当
日
、

受
付
に
て

▼
伊
勢
湾
フ
ェ
リ
ー
伊
良
湖
の
り

ば
☎
35‐６
２
１
７

家
庭
の
日
コ
ン
サ
ー
ト「
第

14
回
ウ
ェ
ル
カ
ム
コ
ン
サ
ー

ト
」　　
　

  

１
０
０
１
１
３
１

日
時：
８
月
４
日（
日
）午
後
２
時

開
演　
場
所：
田
原
文
化
会
館
文

化
ホ
ー
ル　

内
容：
一
般
応
募
者

の
演
奏　
入
場
料：無
料

▼
田
原
市
楽
友
協
会
（
金
子
）

☎
23‐２
６
８
３

あ
つ
み
ロ
ビ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

１
０
０
１
１
３
１

日
時：８
月
４
日（
日
）午
後
６
時
30

分
開
演（
30
分
前
開
場
）　
場
所：

渥
美
文
化
会
館
多
目
的
ホ
ー
ル

他　

内
容：SW

IN
G

Y N
IG

H
T 

Jazzy N
ight in Atsum

i

（

ス

ウ
ィ
ン
ギ
ー
ナ
イ
ト 

ジ
ャ
ジ
ー

ナ
イ
ト
イ
ン
ア
ツ
ミ
）　
入
場
料：

１
５
０
０
円
（
ド
リ
ン
ク
付
き
）

／
当
日
１
８
０
０
円　

チ
ケ
ッ

ト：
市
内
文
化
会
館
な
ど
で
販
売

▼
あ
つ
み
ロ
ビ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
事

務
局
（
森
下
）

☎
０
９
０‐４
２
１
３‐０
５
９
６

な
の
は
な
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

体
験
イ
ベ
ン
ト

１
０
０
２
７
１
８

日
時：
８
月
27
日（
火
）午
後
１
時

～
４
時　
場
所：
田
原
市
総
合
体

育
館　

教
室
名
／
会
場
／
時
間：

表
の
通
り　

持
ち
物：
飲
み
物
、

タ
オ
ル
（
運
動
の
で
き
る
服
装
で

お
越
し
く
だ
さ
い
）

▼
な
の
は
な
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
事

務
局
（
田
原
文
化
会
館
内
）

☎
22‐６
０
６
３

▼
ス
ポ
ー
ツ
課

☎
23‐３
５
３
１

22‐３
８
１
１

劇
団
う
り
ん
こ
公
演

「
風
を
見
た
か
い
」

 

１
０
０
１
１
３
１

日
時：
９
月
７
日（
土
）午
後
２
時

開
演（
30
分
前
開
場
）　

場
所：

田
原
文
化
会
館
文
化
ホ
ー
ル　

出
演：
劇
団
う
り
ん
こ　

入
場

料：
前
売
り
２
０
０
０
円
／
当
日

２
５
０
０
円　

そ
の
他：
未
就
園

児
入
場
不
可
（
託
児
有
）、４
歳
以

上
有
料
、大
人
子
ど
も
同
一
料
金
、

全
席
自
由　

チ
ケ
ッ
ト：
７
月
14

日（
日
）９
時
か
ら
田
原
文
化
会
館

に
て
販
売
／
15
日（
月
）か
ら
は
渥

美
文
化
会
館
で
も
販
売　

▼
生
涯
学
習
課

☎
23‐３
６
３
５

22‐３
８
１
１

お
し
ら
せ

教室名 会　場 時　間
卓球、バドミントン アリーナ他 13：00～16：00
護身空手

第１武道場
13：00～13：50

美容・健康ストレッチ 14：00～14：50
かんたんエアロ

第２武道場
13：30～14：30

空手 14：40～15：40
スポーツ吹き矢 14：40～16：00
ゲートボール はなのき広場 13：00～16：00
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講
座

講
座 
渡
辺
崋
山
を
知
る
た
め
に

日
時：７
月
11
日（
木
）午
前
８
時
45

分
～
９
時
30
分　
場
所：崋
山
会
館

内
容：崋
山
伝
記
の
根
底
テ
キ
ス
ト

「
全
楽
堂
記
伝
」2　
講
師：崋
山
・

史
学
研
究
会
員 

別
所
興
一
氏　
受

講
料：
無
料　
申
込：
当
日
、
会
場

に
て

▼
田
原
市
博
物
館

☎
22‐１
７
２
０

22‐２
０
２
８

田
原
福
祉
専
門
学
校
公
開

講
座「
心
の
目
で
見
え
て
き

た
こ
と
～
視
覚
障
害
を
自

分
ら
し
さ
に
～
」

 

１
０
０
５
６
７
０

日
時：
７
月
20
日（
土
）午
後
１
時

30
分
～
３
時　

場
所：
田
原
福
祉

専
門
学
校　

内
容：
お
話
と
演
奏

会　

講
師：
視
覚
障
害
者
団
体
さ

く
ら
ん
ぼ
代
表 

柳
田
知
可
氏
他

定
員：１
０
０
名
（
先
着
順
）　
受

講
料：
無
料　

申
込：
７
月
16
日

（
火
）ま
で
に
電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
に
て

（
Ｆ
Ａ
Ｘ
の
場
合
は
、住
所・氏
名・

年
齢
・
電
話
番
号
を
明
記
）　

そ

の
他：
た
は
ら
健
康
マ
イ
レ
ー
ジ

対
象

明
記
）　
そ
の
他：た
は
ら
健
康
マ

イ
レ
ー
ジ
対
象

▼
田
原
福
祉
専
門
学
校

☎
22‐３
９
３
９

22‐７
３
４
０

http://w
w

w
.tchs.ac.jp/

放
送
大
学

（
令
和
元
年
10
月
入
学
）

内
容
：テ
レ
ビ
な
ど
の
放
送
や
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
し
て
、
約
３
０
０

の
幅
広
い
分
野
を
学
べ
る
通
信
制

大
学　
出
願
期
限：【
第
１
回
】
８

月
31
日（
土
）【
第
２
回
】
９
月
20

日（
金
）　

資
料
請
求：
電
話
ま

た
は
放
送
大
学
Ｈ
Ｐ
（http://

w
w

w
.ouj.ac.jp

）で
受
付

▼
放
送
大
学
愛
知
学
習
セ
ン
タ
ー

☎（
０
５
２
）８
３
１‐１
７
７
１

里
親
養
育
体
験
発
表
会

日
時：
７
月
28
日（
日
）午
前
10
時

30
分　

場
所：
東
三
河
県
庁
大
会

議
室　

内
容：
里
親
制
度
へ
の
理

解
を
深
め
る
た
め
の
制
度
の
紹
介

や
養
育
里
親
、
養
子
縁
組
里
親
に

よ
る
体
験
発
表　
受
講
料：無
料

申
込：不
要

▼
愛
知
県
東
三
河
児
童
・
障
害
者

相
談
セ
ン
タ
ー

☎（
０
５
３
２
）54‐６
４
６
５

▼
田
原
福
祉
専
門
学
校

☎
22‐３
９
３
９

22‐７
３
４
０

http://w
w

w
.tchs.ac.jp/

田
原
福
祉
専
門
学
校
オ
ー

プ
ン
カ
レ
ッ
ジ
東
三
河
広

域
連
合「
シ
ニ
ア
介
護
人
材

育
成
講
座
」

１
０
０
５
６
６
９

対
象：東
三
河
８
市
町
村
に
在
住
、

在
勤
の
方　

開
講
日：７
月
26
日

（
金
）～
８
月
30
日（
金
）の
５
日
間

場
所：
田
原
福
祉
専
門
学
校　

内

容：高
齢
者
を
支
援
す
る
際
の
基

礎
知
識
と
技
術
を
学
ぶ
講
座
、
レ

ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
な
ど　

講
師：

田
原
福
祉
専
門
学
校
教
員
他　
定

員：50
名（
先
着
順
）　
受
講
料：無

料
（
別
途
、
教
材
・
調
理
食
材
代

約
５
０
０
円
、
施
設
見
学
時
の
昼

食
代
約
１
０
０
０
円
）　
申
込：７

月
19
日（
金
）ま
で
に
電
話
・
Ｆ
Ａ

Ｘ
に
て
（
Ｆ
Ａ
Ｘ
の
場
合
は
、
住

所
・
氏
名
・
年
齢
・
電
話
番
号
を

先
端
農
業・バ
イ
オ
リ
サ
ー

チ
セ
ン
タ
ー
受
講
生
募
集

 

１
０
０
５
０
７
８

対
象：
高
校
卒
業
程
度
の
学
歴
を

有
し
、
ｅイ
ー
ラ
ー
ニ
ン
グ
を
受
講
可

能
な
方　

期
間：
12
月
～
令
和
３

年
３
月　

場
所：
豊
橋
技
術
科
学

大
学　

内
容：
大
学
が
蓄
積
し
た

知
識
な
ど
を
新
た
な
植
物
工
場
お

よ
び
土
地
利
用
型
農
業
技
術
に
Ｉ

Ｔ
を
導
入
す
る
た
め
の
講
義
、
実

習
を
行
い
、
管
理
経
営
が
で
き
る

人
材
を
育
成
す
る
コ
ー
ス
／
土
曜

日
中
心
の
教
室
講
義
と
視
察
お
よ

び
e
ラ
ー
ニ
ン
グ　
定
員：【
植
物

工
場
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
】10
名
／【
土

地
利
用
型
】
５
名（
先
着
順
）　
受

講
料：５
万
円　
申
込：７
月
19
日

（
金
）～
９
月
６
日（
金
）の
期
間
に

先
端
農
業
・
バ
イ
オ
リ
サ
ー
チ
セ

ン
タ
ー
の
Ｈ
Ｐ
に
掲
載
さ
れ
て
い

る
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
の

上
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
郵
送
に
て

▼
豊
橋
技
術
科
学
大
学　
先
端
農

業
・
バ
イ
オ
リ
サ
ー
チ
セ
ン
タ
ー

☎（
０
５
３
２
）44‐６
６
５
５

（
０
５
３
２
）81‐５
１
０
８

 http://w
w

w
.recab.tut.

ac.jp/
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票
を
配
布
し
ま
す
。
ご
理
解
・
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

調
査
期
間：
８
月
～
令
和
２
年
３

月▼
総
務
課

☎
23‐３
５
０
６

23‐０
１
８
０

青
少
年
の
非
行・被
害
防
止

に
取
り
組
む
夏
の
運
動

８
月
31
日
土
ま
で

非
行
の
芽　
は
や
め
に
つ
も
う　

み
な
我
が
子

　

夏
休
み
を
迎

え
る
に
あ
た
っ

て
、
青
少
年
が

有
害
環
境
な
ど

に
接
す
る
機
会

の
増
加
が
予
想

さ
れ
ま
す
。
地

域
、
家
庭
、
学
校
が
一
体
と
な
っ

て
青
少
年
の
健
全
な
育
成
を
図
り

ま
し
ょ
う
。

▪
実
施
内
容

▼
生
涯
学
習
課

☎
23‐３
６
３
５

22‐３
８
１
１

夏
の
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
県
民

運
動 

８
月
１
日
木
～
10
日
土

１
０
０
３
０
７
８

　
夏
の
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
県
民

運
動
を
次
の
運
動
の
重
点
に
よ
り

展
開
し
、
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま

ち
づ
く
り
を
目
指
し
ま
す
。

▪
運
動
の
重
点

▼
総
務
課

☎
23‐３
５
０
４

23‐０
１
８
０

２
０
１
９
年
経
済
セ
ン
サ
ス

基
礎
調
査
に
御
協
力
を
お

願
い
し
ま
す

１
０
０
６
３
１
３

　
全
国
全
て
の
事
業
所
を
対
象
と

し
た
大
規
模
な
調
査
を
実
施
し
ま

す
。
今
後
の
ま
ち
づ
く
り
に
活
用

さ
れ
る
重
要
な
調
査
で
す
。

　
期
間
中
に
、
調
査
員
が
全
て
の

事
業
所
の
活
動
状
態
を
実
地
に
確

認
し
、
新
た
に
把
握
し
た
事
業
所

な
ど
の
一
部
の
事
業
所
に
は
調
査

生
活

夏
の
交
通
安
全
県
民
運
動

７
月
11
日
木
～
20
日
土

１
０
０
３
０
７
５

　
夏
の
交
通
安
全
県
民
運
動
を
次

の
運
動
の
重
点
に
よ
り
展
開
し
、

交
通
事
故
の
防
止
を
図
り
ま
す
。

▪
運
動
の
重
点

▼
総
務
課

☎
23‐３
５
０
４

23‐０
１
８
０

・
子
ど
も
と
高
齢
者
の
安
全
な

通
行
の
確
保
と
高
齢
運
転
者

の
交
通
事
故
防
止

・
自
転
車
の
安
全
利
用
の
推
進

・
全
て
の
座
席
に
シ
ー
ト
ベ
ル

ト
と
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の

正
し
い
着
用
の
徹
底

・
飲
酒
運
転
の
根
絶

・
住
宅
を
対
象
と
し
た
侵
入
盗

の
防
止〔
年
間
取
組
事
項
〕

・
自
動
車
盗
の
防
止

・
特
殊
詐
欺
の
被
害
防
止

・
子
ど
も
と
女
性
の
犯
罪
被
害

防
止

■シートベルトの着用を徹底しよう！
　７月は夏の交通安全県民運動の実施期間で
す。夏本番を迎えるこの時期は、レジャーなど
のため自動車を運転する機会が増える他、暑
さや疲れから注意力が散漫になりがちです。
　また、外で遊ぶ子どもや暑さを避けて夕方に
外出する高齢者が増えるため、交通事故に巻
き込まれる危険性が高まります。
●出掛けるときは後部座席を含めた全ての

座席のシートベルトとチャイルドシートの正
しい着用を確かめて
から出発しましょう

●チャイルドシートは子
どもの体格に合った
物を選び、確実な取
付けを行いましょう

T A H A R A
≫田原市のデータ

交通事故発生件数

窃盗犯罪発生件数

火災・救急件数

※（　）内の数字は
　令和元年の累計

5月

●人身17件（59件）
●負傷28人（84人）
●死亡0人（0人）
●物損99件（530件）

●侵入盗2件（7件）
●乗物盗0件（3件）
●非侵入盗8件（28件）

●火災5件（15件）
●救急205件（969件）

・
パ
ト
ロ
ー
ル
活
動
の
推
進

・
広
報・啓
発
活
動

・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
適
切
な

利
用
に
関
す
る
啓
発
活
動
の

推
進

みんなで投票しよう！

参議院議員通常選挙
投票日　7月21日㊐

あなたの一票で、住みよいまちづくりを。

◉投票時間
7：00 ～ 20：00
◉あなたの投票所
投票所入場券をご確認ください。

◉期日前投票投票所
田原市役所：7月5日（金）～20日（土）
赤羽根市民センター：7月13日（土）～20日

（土）
渥美文化会館：7月13日（土）～20日（土）
投票時間：8：30～20：00

▼田原市選挙管理委員会（総務課内）
　☎23‐3506

▶田原警察署☎23-0110
田原警察署だより
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平
成
31
年
度
後
期
高
齢
者
医

療
保
険
料
が
決
定
し
ま
す

　
７
月
に
「
後
期
高
齢
者
医
療
保

険
料
額
決
定
通
知
書
」お
よ
び「
後

期
高
齢
者
医
療
保
険
料
納
入
通
知

書
」
を
送
付
し
ま
す
。

▪
保
険
料
の
計
算
方
法

　
保
険
料
額
は
、
お
一
人
ず
つ
均

等
に
負
担
し
て
い
た
だ
く
均
等
割

額：
１
人
当
た
り
４
万
５
３
７
９

円
と
、
所
得
に
応
じ
て
負
担
し
て

い
た
だ
く
所
得
割
額：（
所
得
金
額

-

33
万
円
）×
８・
７
６
%
の
合
計

額
で
す
。
な
お
、
一
人
当
た
り
の

上
限
額
は
62
万
円
で
す
。

▪
保
険
料
の
軽
減

　
世
帯
主
と
後
期
高
齢
者
医
療
被

保
険
者
の
所
得
金
額
の
合
計
に
応

じ
て
、
均
等
割
額
の
軽
減
が
判
定

さ
れ
ま
す
。

▪
平
成
31
年
度
か
ら
保
険
料
の
軽

減
率
が
変
わ
り
ま
す

▪
均
等
割
の
軽
減
率
が
変
わ
る
方

所
得
が
33
万
円
以
下
の
世
帯
で

年
金
収
入
が
80
万
円
以
下
の
方

は
均
等
割
額
の
８
割
を
軽
減

（
以
前
は
９
割
を
軽
減
）

▪
保
険
料
の
支
払
方
法

　
年
金
か
ら
の
お
支
払
い
（
特
別

徴
収
）
や
口
座
振
替
ま
た
は
納
付

書
（
普
通
徴
収
）
で
お
支
払
い
く

だ
さ
い
。
口
座
振
替
の
場
合
は
、

市
役
所
で
手
続
き
が
必
要
で
す
の

で
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▪
保
険
料
の
納
期

▪
特
別
徴
収

偶
数
月
の
年
金
か
ら
天
引
き

▪
普
通
徴
収

７
月
か
ら
翌
年
２
月
ま
で
の
毎

月
計
８
回
、
口
座
振
替
ま
た
は

納
付
書
に
よ
り
お
支
払
い
（
途

中
で
特
別
徴
収
と
な
る
場
合
も

あ
り
ま
す
）

▼
保
険
年
金
課

☎
23‐３
５
１
４

23‐０
１
８
０

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
保

険
証
を
更
新
し
ま
す

　
現
在
、
皆
さ
ん
が
お
持
ち
の
保

険
証
の
有
効
期
限
は
７
月
31
日
で

す
。
８
月
１
日
か
ら
使
用
し
て
い

た
だ
く
保
険
証
を
、
７
月
中
旬
か

ら
下
旬
に
か
け
て
簡
易
書
留
郵
便

で
お
送
り
し
ま
す
。（
簡
易
書
留

郵
便
は
、
受
け
取
る
際
に
押
印
ま

た
は
署
名
が
必
要
で
す
。
配
達
時

に
不
在
の
場
合
、
郵
便
受
に
案
内

が
入
り
ま
す
の
で
、
郵
便
局
支
店

へ
再
配
達
の
依
頼
を
し
て
い
た
だ

く
か
、
直
接
受
け

取
り
に
行
っ
て
く

だ
さ
い
）

▪
住
民
登
録
地
と
異
な
る
場
所
へ
保

険
証
の
郵
送
を
希
望
す
る
場
合

　
あ
ら
か
じ
め
申
請
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。
印
鑑
と
身
分
証
明
書

を
ご
持
参
の
上
、
保
険
年
金
課
ま

た
は
渥
美
支
所
・
赤
羽
根
市
民
セ

ン
タ
ー
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。（
代

理
の
方
が
申
請
さ
れ
る
場
合
は
、

代
理
の
方
の
印
鑑
と
身
分
証
明
な

ど
が
必
要
で
す
）

▪
保
険
証
の
色
が
変
わ
り
ま
す

　
保
険
証
の
色
が
、
若
草
色
か
ら

青
色
に
変
わ
り
ま
す
。
８
月
１
日

以
降
に
医
療
機
関
へ
受
診
す
る
際

は
、
必
ず
新
し
い
青
色
の
保
険
証

を
医
療
機
関
の
窓
口
に
提
示
し
て

く
だ
さ
い
。

▼
保
険
年
金
課

☎
23‐３
５
１
４

23‐０
１
８
０

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
差
額

通
知　

    　

１
０
０
４
９
５
５

　
国
民
健
康
保
険
に
加
入
さ
れ
て

い
る
対
象
者
に
対
し
、
現
在
使
用

さ
れ
て
い
る
お
薬
を
ジ
ェ
ネ
リ
ッ

ク
医
薬
品
に
切
り
替
え
た
場
合
に

軽
減
で
き
る
自
己
負
担
額
を
お
知

ら
せ
し
て
い
ま
す
。

　
「
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
に
関

す
る
お
知
ら
せ
」
を
７
月・11
月・

翌
年
３
月
に
郵
送
し
ま
す
。　

　
利
用
を
希
望
す
る
方
は
、
か
か

り
つ
け
の
医
師
や
薬
剤
師
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

▼
保
険
年
金
課

☎
23‐２
１
４
９

23‐０
１
８
０

限
度
額
適
用
認
定
証
等
更
新

を
お
忘
れ
な
く

１
０
０
３
５
８
４

　
現
在
、
国
民
健
康
保
険
限
度
額

適
用
認
定
証
ま
た
は
限
度
額
適

用
・
標
準
負
担
額
減
額
認
定
証
を

お
持
ち
の
方
は
、
今
月
末
で
有
効

期
限
が
切
れ
ま
す
。
８
月
以
降
も

継
続
し
て
認
定
証
が
必
要
な
方

は
、
８
月
１
日
以
降
（
土
日
祝
日

を
除
く
）
に
申
請
を
お
願
い
し
ま

す
。
７
月
中
は
申
請
で
き
ま
せ
ん

の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

申
請
場
所：
市
保
険
年
金
課
、
赤

羽
根
市
民
セ
ン
タ
ー
、
渥
美
支
所

市
民
生
活
課　

必
要
書
類：
認
定

証
が
必
要
な
方
の
保
険
証
、
印

鑑
、来
庁
者
の
身
分
証（
免
許
証
な

ど
）、マ
イ
ナ
ン
バ
ー
通
知
カ
ー
ド

▼
保
険
年
金
課

☎
23‐２
１
４
９

23‐０
１
８
０

ご
存
知
で
す
か
？

国
民
年
金
保
険
料
免
除
制
度

１
０
０
０
８
３
５

　
経
済
的
な
理
由
な
ど
で
国
民
年

金
保
険
料
の
納
付
が
困
難
な
場

合
、
申
請
に
よ
り
保
険
料
の
納
付

が
免
除
・
猶
予
に
な
る
制
度
が
あ

り
ま
す
。
本
人
お
よ
び
配
偶
者
、

世
帯
主
の
所
得
で
審
査
し
ま
す
。

▪
申
請
期
間

▪
免
除
・
猶
予
期
間

毎
年
７
月
～
翌
年
６
月

▪
学
生
納
付
特
例

毎
年
４
月
～
翌
年
３
月

※
申
請
書
の
受
付
日
か
ら
２
年
１

カ
月
前
ま
で
の
未
納
期
間
に
さ
か

の
ぼ
っ
て
申
請
で
き
ま
す
。

▪
必
要
書
類

▪
失
業
さ
れ
た
方

失
業
を
証
明
す
る
書
類
（
雇
用

保
険
受
給
資
格
証
明
ま
た
は
離

職
票
）

▪
学
生
の
方

学
生
証

▼
豊
橋
年
金
事
務
所

☎（
０
５
３
２
）33‐４
１
１
１

▼
保
険
年
金
課

☎
23‐２
１
４
９

23‐０
１
８
０
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◦
住
居
や
観
光
施
設
に
近
い
農
地

に
散
布
す
る
場
合
は
、
生
活
環

境
に
十
分
配
慮
し
、
悪
臭
は
も

ち
ろ
ん
の
こ
と
ハ
エ
な
ど
の
害

虫
、
粉
じ
ん
、
汚
水
が
発
生
し

な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う

◦
地
下
水
汚
染
の
原
因
に
も
な

る
、
過
剰
な
堆
肥
投
入
は
や
め

ま
し
ょ
う

▼
環
境
政
策
課

☎
23‐３
５
４
１

23‐１
８
３
２

▼
農
政
課

☎
23‐３
５
１
７

22‐３
８
１
７

津
波
救
助
合
同
訓
練
に
伴

う
立
ち
入
り
制
限
に
ご
協

力
を　
　
　

１
０
０
６
２
４
０

　
市
消
防
署
と
愛
知
県
防
災
航
空

隊
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
が
連
携
し
た
津

波
救
助
訓
練
を
行
い
ま
す
。
訓
練

当
日
は
、
安
全
の
た
め
一
時
的
に

訓
練
区
域
へ
の
立
ち
入
り
制
限
を

実
施
し
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

日
時：
８
月
２
日（
金
）午
前
９
時

30
分
～
正
午　

場
所：
ほ
り
き
り

広
場
お
よ
び
渥
美
運
動
公
園
多
目

的
広
場

▼
消
防
署
渥
美
分
署

☎
33‐０
１
１
９

32‐２
４
７
９

く
だ
さ
い
。
ま
た
、
死
亡
し
た
家

畜
は
正
し
く
処
理
し
て
く
だ
さ

い
。

▼
環
境
政
策
課

☎
23‐７
４
０
１

23‐１
８
３
２

▼
愛
知
県
動
物
保
護
管
理
セ
ン

タ
ー
東
三
河
支
所

☎（
０
５
３
２
）33‐３
７
７
７

堆
肥
散
布
に
よ
る
悪
臭
な
ど

の
発
生
防
止
に
ご
協
力
を

１
０
０
４
１
３
８

　
こ
れ
か
ら
の
時
期
、
農
地
へ
の

堆
肥
散
布
の
時
期
を
迎
え
ま
す
。

　
毎
年
、
堆
肥
散
布
に
伴
う
悪
臭

苦
情
が
多
く
寄
せ
ら
れ
て
い
ま

す
。
畑
に
堆
肥
を
散
布
す
る
と
、

近
隣
の
住
宅
や
観
光
施
設
な
ど
か

ら
、
悪
臭
や
ハ
エ
な
ど
に
関
す
る

苦
情
を
招
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
堆
肥
を
散
布
す
る
際
に
は
次
の

点
に
注
意
し
、
生
活
環
境
の
保
全

と
水
質
汚
濁
な
ど
の
防
止
に
ご
協

力
く
だ
さ
い
。

◦
十
分
発
酵
さ
せ
た
悪
臭
を
伴
わ

な
い
完
熟
堆
肥
を
使
用
し
ま
し

ょ
う

◦
散
布
後
、
雨
天
に
よ
り
鋤す

き

込
み
で
き
な
い
こ
と
が
な
い
よ

う
、
天
候
に
注
意
し
ま
し
ょ
う

野
犬
対
策
に
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す

１
０
０
１
０
２
５

　

市
内
で
は
、
野
犬
に
関
す
る
目

撃
情
報
や
苦
情
が
多
く
寄
せ
ら
れ

て
い
ま
す
。
野
犬
や
野
犬
に
よ
る

被
害
を
増
や
さ
な
い
よ
う
次
の
こ

と
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▪
市
民
の
皆
さ
ん
へ

　
生
ご
み
が
野
犬
の
餌
に
な
り
ま

す
。
家
庭
か
ら
出
る
生
ご
み
は
、

必
ず
決
め
ら
れ
た
日
時
・
場
所
に

出
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
野
犬

に
は
絶
対
に
餌
を
与
え
な
い
で
く

だ
さ
い
。

▪
犬
を
飼
っ
て
い
る
方
へ

　
逃
亡
し
た
飼
い
犬
が
野
犬
に
な

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
係
留
器
具

（
首
輪
、
リ
ー
ド
な
ど
）
の
破
損

を
見
つ
け
た
ら
す
ぐ
に
交
換
し
て

く
だ
さ
い
。
ま
た
、
放
し
飼
い
は

絶
対
に
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

▪
畜
産
農
家
の
方
へ

　
家
畜
が
野
犬
の
餌
に
な
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。
家
畜
が
襲
わ
れ
た

り
、
家
畜
の
餌
が
野
犬
に
盗
み
食

い
さ
れ
た
り
し
な
い
よ
う
に
、
畜

舎
の
周
り
に
進
入
防
止
策
（
フ
ェ

ン
ス
、
ネ
ッ
ト
な
ど
）
を
講
じ
て

水
難
救
助
合
同
訓
練
を

実
施
し
ま
す

１
０
０
６
２
５
３

　
市
消
防
署
と
関
係
機
関
の
ヘ
リ

コ
プ
タ
ー
な
ど
が
連
携
す
る
水
難

救
助
合
同
訓
練
を
行
い
ま
す
。
当

日
は
、
安
全
の
た
め
、
一
時
的
に

周
辺
道
路
の
通
行
制
限
、
防
波
堤

を
は
じ
め
と
す
る
訓
練
区
域
へ
の

進
入
制
限
を
行
い
ま
す
の
で
、
ご

迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

日
時：
８
月
９
日（
金
）午
前
９
時

～
正
午　

場
所：
赤
羽
根
ロ
コ

パ
ー
ク
付
近

▼
消
防
署
赤
羽
根
分
署

☎
45‐４
１
１
９

45‐４
１
２
０

豊
川
保
健
所
の
改
修
工
事

を
実
施
し
て
い
ま
す

　
豊
川
保
健
所
改
修
工
事
を
実
施

し
ま
す
。
期
間
中
は
、
庁
舎
の
入

口
の
変
更
や
、
駐
車
場
の
一
部
が

使
用
で
き
な
い
な
ど
、
御
迷
惑
を

お
掛
け
し
ま
す
が
、
ご
理
解
と
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
田
原
保
健
分
室
の
改
修
工
事
で

は
あ
り
ま
せ
ん

期
間：７
月
～
令
和
２
年
６
月

※
詳
細
は
Ｈ
Ｐ
を
ご

覧
い
た
だ
く
か
、
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
豊
川
保
健
所
総
務
企
画
課

☎（
０
５
３
３
）86‐３
１
８
８

不
動
産
無
料
相
談
会
を
行

い
ま
す　
　

１
０
０
６
１
４
１

日
時
／
場
所：表
の
通
り　
内
容：

不
動
産
に
関
す
る
問
題
に
つ
い
て

宅
地
建
物
取
引
士
が
解
決
の
た
め

の
方
向
性
な
ど
を
助
言　

相
談

料：無
料　
申
込：電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ

に
て
（
Ｆ
Ａ
Ｘ
の
場
合
は
氏
名
・

住
所
・
電
話
番
号
を
明
記
）

※
詳
細
は
市
Ｈ
Ｐ
を
ご
覧
い
た
だ

く
か
、お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
建
築
課

☎
23‐３
６
８
４

22‐３
８
１
１

日時 場所
7／18木
13：00～16：00

あつみライフランド  
２階 集会室

8／8木
13：00～16：00

田原福祉センター 
１階 相談室２

9／19木
13：00～16：00

赤羽根福祉センター 
１階 会議室

10／17木
13：00～16：00

あつみライフランド 
２階 集会室
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浜
松
三
ヶ
日・豊
橋
道
路（
仮

称
）の
計
画
に
つ
い
て
ア
ン

ケ
ー
ト
を
実
施
し
て
い
ま
す

　
　

１
０
０
６
３
２
８

　
国
土
交
通
省
中
部
地
方
整
備
局

は
浜
松
三
ヶ
日
・
豊
橋
道
路
（
仮

称
）
の
概
略
ル
ー
ト
構
造
の
検
討

を
進
め
る
に
あ
た
り
地
域
の
皆
さ

ん
や
道
路
を
利
用
さ
れ
る
方
に
ア

ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

ア
ン
ケ
ー
ト
は
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら

回
答
で
き
る
他
、
市

役
所
や
道
の
駅
で

も
回
答
で
き
ま
す
。

回
答
期
限：７
月
31
日（
水
）

▼
国
土
交
通
省
中
部
地
方
整
備
局

名
四
国
道
事
務
所

☎（
０
５
２
）８
２
３‐７
９
１
７

７
月
は「
社
会
を
明
る
く
す

る
運
動
」強
化
月
間
で
す

　
こ
の
運
動
は
、
す
べ
て
の
国
民

が
、
犯
罪
や
非
行
の
防
止
と
罪
を

犯
し
た
人
た
ち
の
更
生
に
つ
い
て

理
解
を
深
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場

に
お
い
て
力
を
合
わ
せ
、
犯
罪
や

非
行
の
な
い
地
域
社
会
を
築
こ
う

と
す
る
も
の
で
す
。

　
本
市
も
、運
動
の
一
環
と
し
て
、

第
69
回
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動

講
演
と
演
奏
会
を
開
催
し
ま
す
。

日
時：７
月
19
日（
金
）
午
後
１
時

30
分
～
３
時
50
分　

場
所：
渥
美

文
化
会
館
文
化
ホ
ー
ル　

講
師：

愛
知
県
警
察
本
部
職
員　

定
員：

４
０
０
名　

参
加
料：
無
料　

申

込：不
要

▼
田
原
市
社
会
福
祉
協
議
会

☎
23‐０
６
１
０

23‐３
９
７
０

原
爆
パ
ネ
ル・平
和
首
長
会

議
ポ
ス
タ
ー
展

　

8
月
15
日
は
終
戦
記
念
日
で

す
。
戦
争
を
体
験
さ
れ
た
方
々
も

高
齢
と
な
り
、
戦
争
の
悲
惨
さ
が

語
り
継
が
れ
る
機
会
も
少
な
く

な
っ
て
い
ま
す
。
本
市
で
は
、
原

子
爆
弾
に
よ
る
悲
劇
が
二
度
と
繰

り
返
さ
れ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、

戦
争
パ
ネ
ル
な
ど（
原
爆
・
市
の

戦
争
遺
跡
・
平
和
首
長
会
議
ポ
ス

タ
ー
）と
関
連
書
籍
の
展
示
を
行

い
ま
す
。

期
日：
８
月
１
日（
木
）～
９
月
１

日（
日
）　

場
所：
田
原
市
中
央
図

書
館
視
聴
ブ
ー
ス
前

▼
地
域
福
祉
課

☎
23‐３
５
１
２

23‐３
５
４
５

「
大
雨
・
洪
水
警
戒
レ
ベ
ル
」

の
運
用
が
開
始
さ
れ
ま
し
た

１
０
０
６
３
１
６

　
気
象
庁
は
、
豪
雨
で
土
砂
災
害

や
洪
水
の
危
険
が
予
想
さ
れ
る

際
、
住
民
が
取
る
べ
き
行
動
を
五

段
階
表
示
す
る
大
雨
・
洪
水
警
戒

レ
ベ
ル
の
運
用
を
始
め
ま
し
た
。

　
今
後
、
大
雨
な
ど
の
災
害
が
発

生
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
場
合
に
、

市
か
ら
避
難
を
呼
び
掛
け
る
際
、

こ
の
警
戒
レ
ベ
ル
を
使
い
ま
す
。

　
具
体
的
に
は
、
避
難
に
時
間
の

か
か
る
高
齢
者
な
ど
の
配
慮
が
必

要
な
方
へ
の
避
難
を
呼
び
掛
け
る

際
に
は
警
戒
レ
ベ
ル
３
、
避
難
勧

告
や
避
難
指
示
に
よ
り
区
域
住
民

全
員
の
避
難
が
必
要
と
な
る
場
合

に
は
警
戒
レ
ベ
ル
４
、
既
に
災
害

が
発
生
し
て
い
る
状
況
で
は
警
戒

レ
ベ
ル
５
を
用
い
ま
す
。

　
警
戒
レ
ベ
ル
３
ま
た
は
４
が
発

令
さ
れ
た
地
域
に
お
住
ま
い
の
方

は
、
速
や
か
に
避
難
を
し
て
く
だ

さ
い
。

▼
防
災
対
策
課

☎
23‐３
５
４
８

23‐０
１
８
０

田
原
市
中
小
企
業
退
職
金
共

済
制
度
加
入
促
進
補
助
金

１
０
０
４
１
０
０

対
象：
次
の
要
件
を
い
ず
れ
も
満

た
す
中
小
企
業
者
①
市
内
に
事
務

所
ま
た
は
事
業
所
が
あ
る
②
中
小

企
業
退
職
金
共
済
に
新
規
に
加
入

し
、
そ
の
後
12
カ
月
分
の
掛
金
を

納
付
済
み
で
あ
る
③
市
税
の
滞
納

が
な
い　

内
容：
従
業
員
の
福
祉

の
増
進
と
雇
用
の
安
定
に
寄
与
す

る
こ
と
を
目
的
に
、
中
小
企
業
退

職
金
共
済
に
新
規
に
加
入
し
た
中

小
企
業
に
対
し
、
納
付
掛
金
の
一

部
を
助
成　

補
助
額：
補
助
対
象

者
が
共
済
契
約
締
結
時
に
お
け
る

被
共
済
者
に
係
る
掛
金
月
額
の

１
０
０
分
の
20
に
12
を
乗
じ
た
額

（
た
だ
し
、
後
納
割
増
金
を
除
く
）

※
申
請
方
法
な
ど
、
詳
細
は
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
商
工
観
光
課

☎
23‐３
５
２
２

22‐３
８
１
７

寄
付

　
次
の
方
々
か
ら
ご
寄
付
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。
ご
厚
意
に
感
謝
し

ま
す
。

▼
５
月
22
日
、
㈱
ヤ
マ
ナ
カ
様
か

ら
環
境
保
全
活
動
の
た
め
、
金

１
万
６
６
８
５
円

▼
５
月
27
日
、
渥
美
半
島
ゴ
ル
フ

親
睦
会
様
か
ら
防
災
対
策
の
た

め
、
金
16
万
４
０
０
０
円

警戒レベル 住民が取るべき行動 行動を促す情報
５ 命を守る最善の行動 災害発生情報

４ 全員避難 避難勧告、
避難指示（緊急）

３ 高齢者などは避難
他の住民は避難準備

避難準備・高齢者等避難
開始

２ 避難行動の確認 注意報
１ 災害への心構えを高める 早期注意情報

■ 運用が開始する大雨・洪水警戒レベル
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金 土 日

5 6 7
おはなし会
15：00～
おはなし会

10：30～ 14：00～

12 13 14
おはなし会
14：00～

19 20 21
おはなし会
10：30～
JIDOセン祭  
10：00～12:00、
13:00～15:00 ～

26 27 28
おはなし会
10：30～

2 3 4
おはなし会
15：00～
おはなし会

10：30～ 14：00～

9 10 11
おはなし会
14：00～

子育て支援センター
▶子育て支援課（市役所内）
☎23‐3513

◆開館時間：9：30～12：00、
13：00～17：00

◆休館日：月曜日（月曜日が祝
日の場合は翌日の火曜日）

◆対象：０～１８歳未満の児童
（小学校入学前の乳幼児は
保護者の付き添いが必要）

田原児童センター
▶田原児童センター
☎23‐4761

1001099

田原市図書館
▶中央図書館
☎23‐4946
▶赤羽根図書館
☎45‐3426
▶渥美図書館
☎33‐1114

さくらルーム
（親子交流館すくっと内）
☎23-1510

◆開放日：水曜を除く毎日
（水曜が祝日の場合は翌
平日・年末年始を除く）

※毎週水曜休館
◆時間：【平日】9：00～12：

00、13：00～17:00
　【 土・日・祝 日 】9 : 0 0 ～

17:00

なのはなルーム
（伊良湖岬保育園内）
☎38-0760

◆開放日：毎週月曜日～金曜
日（祝日・お盆期間・年末年
始を除く）

※毎月 第3木曜午後休館
◆時間：9：30～12：00、13：

00～15：30
※毎日11：15～手遊び、絵本

の読み聞かせなど実施

共通事項
◆対象：おおむね3歳までの乳

幼児とその保護者
◆利用方法：予約不要
◆出張子育てひろば：赤羽

根福祉センター（毎週火
曜日9：30～11:00）・泉市
民館（毎週金曜日9：30～
11:00）

市内の３カ所の海水浴場で海開きをします。
日時＝７月６日（土） ココナッツビーチ伊良湖
        7月13日（土） 白谷海水浴場、仁崎海水浴場
各会場では多数のイベントを実施します。
ココナッツビーチ伊良湖＝親子で魚と一緒に遊ぼう（8/4）
白谷海水浴場＝Ｂ

ビ ー チ
ｅａｃｈ Y

ヨ ガ
oga（7/27、8/17）

仁崎海水浴場＝ＳＵＰ体験（7/14、7/28、8/11、8/25）
▶渥美半島観光ビューロー☎23‐3516

https://www.taharakankou.gr.jp/

たはらの海水浴場はイベントいっぱい！１００4986

対  

象
乳児（0～2歳児）
幼児（3～5歳児）

小学生未就園児

令和元年７月  広報たはら │    │26



月 火 水 木

7/1 2 3 4
のりもの  

（～5日金）
おはなし会
10：30～
7カ国語であそぼう！
10：30～

8 9 10 11
アイデア工作   

（～14日日） 以上
のりもの  

（～12日金）

おはなし会
10：30～、11:00～

おはなしポケット  
10：30～ と保護者

15 16 17 18
チャレンジ「マジカルアイ」  

（～20日土） 以上
おはなし会
10：30～、11：00～

トイレトレーニング
10：30～11：00

22 23 24 25
今、子どもの足が危ない！
10：00～11：00

工作「プラバン」  
（～8月4日日） 以上

おはなし会
10：30～

おはなし会
19：00～

29 30 31 8/1
おはなし会
10：30～

5 6 7 8
おはなし会
10：30～

応募資格＝市内在住・在勤・在学の方
募集部門＝①小学校低学年の部②小学校高学年の部③中学校・高校生・一般の部
募集期間＝７月１日（月）～９月９日（月）
画　　材＝四つ切画用紙
応募方法＝詳細は市HPをご覧いただくか、お問い合わせください。
賞 ・ 表彰＝部門別に最優秀賞、優秀賞などを選出。田原市民まつりで表彰予定
発　　表＝広報たはらおよび市HPで発表。市内２カ所で作品展を開催

▶環境政策課☎23‐3541

エコ普及啓発ポスターを募集します！ １００4986

場  

所

2019 July
イベントカレンダー7月 渥美図書館

赤羽根図書館
中央図書館

さくらルーム
なのはなルーム

児童センター

サンテパルクたはら
田原市博物館
すくっと
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市役所内
☎23‐3515　 23‐3810
あつみライフランド
☎33‐0386　 33‐0319

健康課

▪
要
介
護・要
支
援
の
原
因

　
日
常
生
活
に
制
限
の
あ
る
方
は
、本
市

が
行
っ
た
統
計（
平
成
28
年
）に
よ
る
と
、

介
護
保
険
の
要
支
援
・
要
介
護
と
認
定
さ

れ
た
人
数
は
、２
３
５
１
名
で
、65
歳
以
上

の
人
口
の
約
14・３
％
に
当
た
り
ま
す
。

　
ま
た
、厚
生
労
働
省
が
、介
護
や
支
援
が

必
要
と
な
っ
た
主
な
原
因
を
調
べ
た
と
こ

ろ
、表
の
通
り
生
活
習
慣
病
に
起
因
す
る

も
の
が
大
半
を
占
め
て
い
る
と
い
う
結
果

が
出
て
い
ま
す
。

▪
生
活
習
慣
病
と
関
係
す
る
病
気

　
認
知
症
や
脳
血
管
疾
患
な
ど
の
原
因
は

さ
ま
ざ
ま
な
要
因
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
が
、

こ
れ
ら
の
病
気
と
生
活
習
慣
病
は
密
接
な

関
係
に
あ
り
ま
す
。特
に
高
齢
者
の
生
活

習
慣
病
は
増
え
続
け
て
お
り
、脂
質
異
常

症
や
高
血
圧
な
ど
で
脳
血
管
に
障
害
が
起

こ
る
と
、脳
血
管
性
認
知
症
を
発
症
し
や

す
く
な
る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、生
活
習
慣
病
で
あ
る
糖
尿
病
の

患
者
は
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
型
認
知
症
の

発
症
リ
ス
ク
が
正
常
な
方
よ
り
も
２
・１

倍
高
い
と
言

わ
れ
て
い
ま

す
。生
活
習
慣

病
の
予
防
に

よ
っ
て
平
均

寿
命
と
健
康
寿
命
の
差
を
縮
め
る
こ
と
が

で
き
、健
康
で
自
立
し
た
生
活
を
長
く
維

持
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

▪
生
活
習
慣
病
の
予
防
が
カ
ギ

　

生
活
習
慣
病
の
予
防
は
、食
生
活
や
運

動
・
タ
バ
コ
・
睡
眠
・
ス
ト
レ
ス
な
ど
の
日

常
生
活
の
改
善
が
広
く
知
ら
れ
て
い
ま

す
。し
か
し
、無
理
な
ダ
イ
エ
ッ
ト
や
高
い

目
標
を
立
て
る
こ
と
は
ス
ト
レ
ス
や
栄
養

バ
ラ
ン
ス
を
崩
す
こ
と
に
な
り
か
ね
ま
せ

ん
。実
行
可
能
な
こ
と
を
１
つ
で
も
見
つ

け
て
継
続
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

人
生
１
０
０
年
時
代
を
健
幸
に
過
ご
そ

う
！

▪
平
均
寿
命
と
健
康
寿
命

　
平
成
28
年
の
調
査
で
日
本
人
の
平
均
寿

命
は
、男
性
80
・
98
歳
、女
性
87
・
14
歳
で
、

毎
年
伸
び
続
け
、世
界
の
中
で
も
ト
ッ
プ

ク
ラ
ス
の
長
寿
国
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、も
う
一
つ
の
指
標
で
あ
る
健

康
寿
命（
日
常
生
活
に
制
限
の
な
い
期
間
）

は
、男
性
72・14
歳
、女
性
74・79
歳
で
、平
均

寿
命
と
そ
れ
ぞ
れ
約
９
年
ま
た
は
12
年
の

差
が
あ
り
、こ
の
間
、何
ら
か
の
原
因
で
日

常
生
活
に

支
障
の
あ

る
状
態
が

続
い
て
い

る
こ
と
が

分
か
り
ま

す
。こ
の

差
が
生
じ

る
原
因
は

何
で
し
ょ

う
か
。

●❶ ●❸●❷

下半身だけでなく全身を使うスクワットをすること
で、血行が良くなり、「冷え性」の解消につながり
ます。夏の冷え性を改善して快適な夏を過ごしま
しょう！
スポーツ課☎23-3531

❶足を肩幅以上に開き、つま先を少し外側に向け、お腹に力を入れて、
腰を落とす。
❷息を吐きながらゆっくりと両手を上に上げ、立ち上がる。
❸①の姿勢に戻り、右手を左に向かって上げ、右側の体側を伸ばすよ
うに立ち上がる。①の姿勢に戻り、左手を右に向かって上げ、左の体
側を伸ばすように立ち上がる。　　　　　 　※①から③を数回繰り返す

132

要介護度別にみた介護が必要となった主な原因（上位3位）

総数
第１位 認知症 18.0
第２位 脳卒中 16.6
第３位 高齢による衰弱 13.3

要支援
第１位 関節疾患 17.2
第２位 高齢による衰弱 16.2
第３位 骨折・転倒 15.2

要介護者
第１位 認知症 24.8
第２位 脳卒中 18.4
第３位 高齢による衰弱 12.1

出典：厚生労働省　（注）熊本県を除く　平成28年（単位：％）

日本人の健康寿命と平均寿命の推移（平成２8年度）

平均寿命 健康寿命

男性

女性

72.14歳

80.98歳

87.14歳

74.79歳

8.84年

12.35年

（出典：厚生労働省）
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市役所内
☎23‐3515　 23‐3810
あつみライフランド
☎33‐0386　 33‐0319

健康課

● 休日当直医 ※当直医は変更になる場合がありますので、医療機関または市役所へご確認の上、受診してください。　市役所◦☎22‐1111（代表）

診療時間　医科●9：00～17：00／歯科●9：00～12：00　夜間や、かかりつけの医師が不在のとき　渥美病院●☎22‐2131

月　日 当直医 電話番号

7月28日（日）
昭和医院 ☎32‐3749
山本耳鼻咽喉科 ☎24‐4100
伊藤歯科医院 ☎22‐1104

8月4日（日）
北山クリニック（農高前） ☎23‐3946
かわさき整形外科クリニック ☎22‐7700
青木歯科クリニック ☎33‐1139

8月11日（日・祝）
朽名医院 ☎33‐0162
なかた歯科 ☎23‐1162

月　日 当直医 電話番号

7月7日（日）
ふれあいばし診療所 ☎29‐2500
田原南こころのクリニック ☎27‐7100
あおきファミリー歯科 ☎32‐2700

7月14日（日）
あつみメディカルクリニック ☎24‐2322
すずき歯科 ☎23‐0033

7月15日（月・祝）
菜の花内科クリニック ☎22‐7777
渡辺歯科医院 ☎32‐3561

7月21日（日）
河合医院 ☎22‐6133
山内歯科医院 ☎23‐1525

　
ま
た
、検
診
な
ど
で
指
摘
さ
れ
て
も
、治

療
せ
ず
に
放
置
す
る
方
が
多
い
こ
と
が

色
々
な
デ
ー
タ
か
ら
明
ら
か
に
な
っ
て
い

ま
す
。大
切
な
こ
と
は
自
分
の
生
活
は
こ

の
ま
ま
で
い
い
の
か
と
現
状
を
振
り
返
る

こ
と
で
す
。早
期
発
見
し
、適
切
な
治
療
を

受
け
る
こ
と
が
大
き
な
病
気
の
予
防
と
な

り
、20
年
後
30
年
後
の
生
活
に
つ
な
が
り

ま
す
。人
生
１
０
０
年
時
代
を
健
康
で
幸

せ
に
過
ご
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
努
め

ま
し
ょ
う
。

【
お
知
ら
せ
】

▪
高
齢
者
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
定
期
予
防

接
種
で
感
染
予
防
を

　
高
齢
者
が
肺
炎
に
な
る
原
因
の
中
で
最

も
多
い
肺
炎
球
菌
の
感
染
を
予
防
し
、
重

症
化
を
防
ぎ
ま
す
。

※
対
象
者
に
は
個
別
に
通
知

【
対
象
】
①
65
歳
、
70
歳
、
75
歳
、
80
歳
、

85
歳
、
90
歳
、
95
歳
、
１
０
０
歳
以
上

（
令
和
２
年
３
月
31
日
時
点
の
満
年
齢
）

②
60
歳
以
上
65
歳
未
満
で
、
心
臓
・
腎

臓
・
呼
吸
器
な
ど
の
機
能
に
重
度
の
障
害

が
あ
る
方
／
過
去
に
23
価
肺
炎
球
菌
予
防

接
種
を
受
け
た
こ
と
が
あ
る
方
は
対
象
外

【
実
施
期
限
】
令
和
２
年
３
月
31
日
【
場

所
】市
内
指
定
医
療
機
関【
自
己
負
担
額
】

２
０
０
０
円
（
生
活
保
護
世
帯
の
方
お
よ

び
令
和
元
年
度
市
民
税
非
課
税
世
帯
の
方

は
自
己
負
担
免
除
）

●
愛
知
県
内
の
接
種
協
力
医
療
機
関
で
高

齢
者
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
予
防
接
種
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
ま
す

　
今
年
度
の
高
齢
者
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン

定
期
予
防
接
種
の
対
象
者
に
限
り
ま
す
。

　
詳
し
く
は
健
康
課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

▪
本
年
度
か
ら
集
団
検
診（
特
定
健
診・各

が
ん
検
診
）の
予
約
方
法
な
ど
が
変
更

さ
れ
て
い
ま
す

【
予
約
方
法
】
予
約
専
用
は
が
き
（
５
月

末
発
送
済
み
の
が
ん
検
診
等
受
診
券
に
同

封
）、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
て

【
検
診
場
所
】
田
原
文
化
会
館
・
赤
羽
根

文
化
会
館
・
渥
美
文
化
会
館

※
例
年
通
り
、
各
検
診（
健
診
）を
単
独
で

受
診
す
る
こ
と
や
、
市
内
医
療
機
関
な
ど

で
個
別
に
受
診
す
る
こ
と
も
可
能

【
そ
の
他
】
予
約
専
用
は
が
き
内
の
受
診

券
番
号
の
枠
は
８
桁
で
す
が
、
実
際
は
９

桁
を
記
載
し
て
く
だ
さ
い
。

▪
渥
美
病
院「
院
内
探
検
ツ
ア
ー
」

【
対
象
】
市
内
在
住
の
小
学
４
～
６
年
生

（
保
護
者
同
伴
）【
日
時
】
８
月
３
日（
土
）

午
後
１
時
～
３
時
30
分【
場
所
】
渥
美
病

院【
内
容
】
手
術
室
や
医
療
機
器
な
ど
、

普
段
は
見
る
こ
と
の
で
き
な
い
病
院
の
内

側
の
探
検【
定
員
】
15
組（
申
込
者
多
数
の

場
合
は
抽
選
）【
参
加
料
】
無
料
【
申
込
】

７
月
19
日（
金
）ま
で
に
、
住
所
・
氏
名
・

年
齢
・
学
年
・
電
話
番

号
を
明
記
の
上
、
Ｆ
Ａ

Ｘ
ま
た
は
Ｅ
メ
ー
ル
・

は
が
き
・
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

に
て

※
た
は
ら
健
康
マ
イ
レ
ー
ジ
対
象

▼
Ｊ
Ａ
愛
知
厚
生
連
渥
美
病
院
企
画
室

（
〒
４
４
１‐３
４
１
５
神
戸
町
赤
石
１‐１
）

☎
22‐２
１
３
１

22‐０
２
８
４

postm
aster@

hp.atsum
i.jaaikosei.

or.jp
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ヒマワリ
（花／出荷時期：6月～９月）

鮮やかな黄色が元気を与え
てくれる夏を代表する花。市
内では約19万本が出荷さ
れています。

花ことば

あなただけを見つめる

アンスリウム
（鉢花／出荷時期：通年）

ハートのような形が印象的
な南米原産の植物。市内で
は約１４万鉢が出荷されて
います。

花ことば

情熱・熱心

農政課  ☎23-3517

花 鉢

40

今月の 7月の

ん
、
循
環
器
や
認
知
機
能
に
も
影
響
を
及
ぼ
し

ま
す
。

　
低
栄
養
を
防
ぐ
た
め
に
も
毎
日
し
っ
か
り
と

栄
養
バ
ラ
ン
ス
の
良
い
食
事
を
取
る
こ
と
が
大

切
で
す
。

▪
食
事
で
困
っ
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

　
「
食
事
の
準
備
を
す
る
の
が
困
難
」「
買
い
物

や
片
付
け
が
で
き
な
い
」「
栄
養
の
バ
ラ
ン
ス

が
気
に
な
る
」
な
ど
、
食
事
に
関
す
る
こ
と
で

困
っ
た
こ
と
が
あ
る
と
い
う
方
は
、「
配
食
サ
ー

ビ
ス
」
を
利
用
し
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う

か
。

▪
配
食
サ
ー
ビ
ス
と
は

【
対
象
】

　
65
歳
以
上
の
ひ
と
り
暮
ら
し
世
帯
、
高
齢
者

の
み
の
世
帯
、
ま
た
は
こ
れ
に
準
ず
る
世
帯

（
日
中
独
居
な
ど
）
で
、
見
守
り
や
栄
養
改

善
の
必
要
の
あ
る
方

　
※
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
内
容
】

　
１
日
１
食
を
週
５
食
以
内（
毎
週
月
～
土
曜
）

で
、
希
望
日
の
昼
食
ま
た
は
夕
食
に
弁
当
を

配
達
し
ま
す
。

　
弁
当
は
、
栄
養
バ
ラ
ン
ス
を
考
え
た
献
立
と

な
っ
て
い
ま
す
。

食
事
は
元
気
の
源
！

▪
高
齢
者
の
栄
養
の
偏
り
が
心
配
さ
れ
ま
す

　
本
市
で
は
、
65
歳
以
上
の
高
齢
者
の
み
の
世

帯
や
高
齢
者
の
ひ
と
り
暮
ら
し
世
帯
が
年
々
増

加
し
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
世
帯
は
、
生
活

が
単
調
に
な
り
が
ち
で
、
栄
養
バ
ラ
ン
ス
も

偏
っ
て
く
る
こ
と
が
心
配
さ
れ
ま
す
。

▪
低
栄
養
が
及
ぼ
す
影
響

　

高
齢
者
は
多
く
の

場
合
、
食
べ
過
ぎ
よ

り
も
低
栄
養
が
問
題

に
な
り
ま
す
。
低
栄

養
と
は
、
食
欲
の
低

下
や
食
事
が
食
べ
に
く
い
な
ど
の
理
由
か
ら

徐
々
に
食
事
の
摂
取
量
が
減
り
、
体
を
動
か
す

た
め
に
必
要
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
な
ど
が
不
足
し
た

状
態
の
こ
と
で
、
以
下
の
影
響
が
出
ま
す
。

◦
骨
格
筋
の
筋
肉
量
や
筋
力
の
低
下

◦
風
邪
な
ど
感
染
症
に
か
か
り
や
す
い

◦
傷
が
治
り
に
く
い

◦
下
半
身
や
腹
部
が
む
く
み
や
す
い

　　
ま
た
低
栄
養
に
な
る
と
、
運
動
器
は
も
ち
ろ

【
利
用
料
】

　
配
達
無
料

　
※
弁
当
代
は
実
費
負
担
と
な
り
ま
す
。

【
注
意
事
項
】

◦
弁
当
配
達
の
時
間
指
定
は
で
き
ま
せ
ん
。

◦
依
頼
す
る
配
達
事
業
者
に
よ
り
配
達
で
き
な

　
い
日
が
異
な
り
ま
す
。

◦
利
用
可
能
な
配
達
事
業
者
に
つ
い
て
は
、
高

　
齢
福
祉
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◦
普
段
か
ら
車
を
運
転
す
る
方
は
、
対
象
と
な

　
ら
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

【
申
込
方
法
】

　
申
請
書
お
よ
び
ア
セ
ス
メ
ン
ト
票
に
必
要
事

項
を
記
入
の
上
、
高
齢
福
祉
課
、
赤
羽
根
市

民
セ
ン
タ
ー
ま
た
は
渥
美
支
所
市
民
生
活
課

へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
高
齢
福
祉
課　
高
齢
福
祉
係

☎
23‐
４
６
５
４

23‐
３
５
４
５

◆
高
齢
者
福
祉
の
手
引
◆

安
否
確
認
や
配
食
な
ど
の
福
祉
サ
ー
ビ
ス
、

介
護
、各
市
民
館
な
ど
で
実
施
し
て
い
る
体

操
教
室
の
情
報
な
ど
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

市
Ｈ
Ｐ（

１
０
０
５
６
６
０
）で
検
索
す
る

と
詳
し
い
内
容
を
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。
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ヒマワリ
（花／出荷時期：6月～９月）

鮮やかな黄色が元気を与え
てくれる夏を代表する花。市
内では約19万本が出荷さ
れています。

花ことば

あなただけを見つめる

アンスリウム
（鉢花／出荷時期：通年）

ハートのような形が印象的
な南米原産の植物。市内で
は約１４万鉢が出荷されて
います。

花ことば

情熱・熱心

農政課  ☎23-3517

花 鉢

40

今月の 7月の

▪
市
内
で
豚
コ
レ
ラ
が
発
生　

　
昨
年
９
月
、
国
内
で
は
26
年
ぶ
り
と
な
る
豚
コ
レ

ラ
が
岐
阜
県
内
の
農
場
で
発
生
し
ま
し
た
。
以
降
６

月
12
日
ま
で
に
国
内
で
26
例
の
発
生
が
確
認
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
本
市
で
は
、
豊
田
市
内
の
農
場
の
関
連
農
場
で
２

月
に
市
内
１
例
目
の
感
染
が
認
め
ら
れ
ま
し
た
。
そ

の
後
、
６
月
ま
で
に
７
例
の
発
生
が
確
認
さ
れ
、
ま

ん
延
防
止
の
た
め
約
３
万
６
千
頭
の
豚
が
殺
処
分
さ

れ
ま
し
た
。
養
豚
農
家
の
方
が
手
塩
に
か
け
て
育
て

た
豚
が
失
わ
れ
て
し
ま
っ
た
の
は
本
当
に
残
念
で
仕

方
あ
り
ま
せ
ん
。

　
ま
た
、
殺
処
分
と
な
っ
た
養
豚
農
家
は
こ
の
先
１

年
以
上
収
入
の
な
い
状
況
を
余
儀
な
く
さ
れ
、
将
来

に
不
安
を
抱
え
な
が
ら
の
経
営
と
な
り
ま
す
。

▪
豚
コ
レ
ラ
は
人
に
う
つ
る
の
？　

　
豚
コ
レ
ラ
は
豚
や
イ
ノ
シ
シ
の
病
気
で
す
。
人
に

は
感
染
し
ま
せ
ん
。
Ｏオ
ー
ア
イ
イ
ー

Ｉ
Ｅ（
国
際
獣
疫
事
務
局
）の

情
報
で
も
報
告
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
豚
コ
レ
ラ
に
か

か
っ
た
肉
が
市
場
に
出
回

る
こ
と
も
あ
り
ま
せ
ん
。

　

本
市
は
豚
肉
の
一
大
産

地
で
す
。
安
心
・
安
全
で

お
い
し
い
田
原
の
豚
肉
を

み
ん
な
で
守
っ
て
い
き
ま

し
ょ
う
。

み
ん
な
で
守
ろ
う
！
田
原
の
養
豚

　
本
市
は
市
町
村
別
の
農
業
産
出
額
が
平
成
26
年
か

ら
４
年
連
続
で
全
国
１
位
の
農
業
が
盛
ん
な
ま
ち

で
す
。
メ
ロ
ン
や
キ
ャ
ベ
ツ
、
花
な
ど
は
一
大
産

地
と
し
て
有
名
で
す
が
、
実
は
養
豚
の
飼
養
頭
数

も
約
10
万
頭
で
、
平
成
29
年
の
農
業
産
出
額
で
は

87
億
４
０
０
０
万
円
と
全
国
で
第
11
位
、
県
内
で
は

第
１
位
を
誇
る
有
数
な
生
産
地
と
な
っ
て
い
ま
す
。

▪
養
豚
っ
て
ど
ん
な
仕
事
？　

　
一
般
的
に
繁
殖
と
肥
育
を
行
な
う
一
貫
経
営
を
行

い
ま
す
。
豚
の
妊
娠
期
間
は
約
４
カ
月
で
、
産
ま
れ

た
子
豚
を
約
６
カ
月
か
け
て

90
～
１
０
０
㎏
ま
で
育
て
て

出
荷
し
ま
す
。
１
日
の
仕
事

の
流
れ
は
、
早
朝
か
ら
エ
サ

や
り
、
豚
の
出
荷
・
移
動
、

豚
舎
の
清
掃
、
消
毒
、
夕
方

の
エ
サ
や
り
ま
で
休
ま
ず
毎

日
行
な
い
ま
す
。

　
ま
た
次
の
出
産
に
向
け
、
交
配
の
準
備
も
進
め
る

た
め
、
生
き
物
を
飼
う
仕
事
は
休
み
が
な
く
、
本
当

に
大
変
な
仕
事
で
す
。
こ
の
他
、
あ
ま
り
知
ら
れ
て

い
ま
せ
ん
が
豚
は
非
常
に
デ
リ
ケ
ー
ト
な
動
物
で

す
。
衛
生
状
態
が
悪
い
と
病
気
に
か
か
り
や
す
く
、

特
に
子
豚
が
病
気
に
か
か
る
と
、
死
ん
で
し
ま
っ
た

り
、
発
育
が
遅
れ
た
り
す
る
た
め
、
定
期
的
な
豚
舎

洗
浄
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
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［田原市調べ］

（ｔ）

田原市のごみの現状を皆さんにお知らせしていきます。

●市内のもやせるごみ発生量

炭生館計画予定量 1,300ｔ/月

H29年度 3月
H30年度 3月

H30年度 4月
H31年度 4月

H30年度 5月
R1年度 5月 1,446.33

［田原市調べ］

海で過ごすことの多い季節となります。海を大切にし、楽しく過ごしましょう。

●三河湾の水質調査結果

CＯＤ（㎎/ℓ）

H29 2月 5月 8月 H30 2月 5月 8月 H31 2月

環境基準◎
馬草湾沖・渥美火力放水口
2㎎/ℓ以下

環境基準◎
三河港大橋・片浜沖
8㎎/ℓ以下

三河港大橋
片浜沖
馬草湾沖
渥美火力放水口

11月 11月

1,286.16

1,337.97

1,339.70

1,411.93

1,336.84

Ａ．靴やプラスチック製のプランターは 30cm
以内ならもやせるごみ、それより大きくて田原市
指定ごみ袋の一番大きい 45ℓのサイズに収まる
ものならこわすごみとして出してね。
○枝木類の出し方に注意してください！

【赤羽根環境センターにごみを出す際のお願い】
◦枝木類、竹、草はそれぞれ別にしてまとめてく

ださい
◦枝木類、竹は２ｍ以内に切断し、幹と枝を分け

てください
◦花や草は根についた土をきれいに取り、捨てて

ください
※なお、事業者が剪定した家庭の枝木類は 10 月
1 日からごみ処理手数料が必要となります。
ごみ処理手数料：100 円／ 10kg

【軽トラックの貸し出しをしています】
　自宅の枝の庭木を切っ
たけど運ぶ車両が無い方
へ、本市では軽トラック
の貸し出しをしています。
お気軽にご相談ください。

【少量の場合】
　30cm 以内に切り、田原市指定ごみ袋に入れて
もやせるごみの収集日に出すこともできます。

▼廃棄物対策課☎ 23-3538

　発火する恐れのあるごみとして、皆さんにとっ
て身近なものといえば、マッチやライターなどが
思い当たると思います。今回は、マッチなどのご
みの出し方についてお伝えします。

○皆さんからの質問にお答えします！
Ｑ．花火はどのようにごみ出しすれば
いいの？
Ａ．「使用済みの花火は十分に水に濡らして出し
てね。未使用のものは廃棄物対策課に相談しよう。
Ｑ．埋めるごみ用の黄色のコンテナに、靴やプラ
スチック製のプランターが入っているのを見かけ
るけどいいの？

未使用マッチは危険です！

ごみの種類 ごみの出し方
マッチ

（ロウマッチ）
使用済みマッチは十分に水に濡らし、もや
せるごみの収集日にごみステーションに
出してください。
未使用のものは出すことができません。

【多量の場合】
ごみステーションには出さず、廃棄物対策
課に連絡してください。

 ライター
埋めるごみの収集日にごみステーションに
出してください。

 スプレー缶
  

使い切って穴はあけずごみステーション
に出してください。

【中身が入っている場合】
各資源化センターへ持ち込んでください。

グリーンレンジャーが
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中央図書館  ☎23‐4946   　 tosho@city.tahara.aichi.jp
http://www2.city.tahara.aichi.jp/section/library/

よ  く  よ  む

図書館休館日

7月▶1日月、8日月、12日金、16日火、22日月、
　　　29日月
8月▶5日月、9日金、13日火、19日月、26日月

『ならべてくらべる
絶滅と進化の動物史』
川崎悟司/著　ブックマン社　467.5/ｶ

遠い昔に絶滅した古代動物たちと現在
に生きる身近な動物を並べて、その進
化が分かりやすく紹介されています。

『お弁父』
和田率/著　ネコ・パブリッシング　
596.4/ﾜ

お父さんが作るお弁当だから「お
弁
べんとう

父」。だじゃれと愛情たっぷりの
メッセージが詰まった本です。

◎夏休み手作り教室
「階段式こもの入れ」
▶日時＝7月27日（土）午後1時30分～3時（予定）
▶場所＝渥美図書館 会議室
▶対象／定員＝市内小学生／10名
程度（先着順）
▶内容＝牛乳パックとチラシを
使って、簡単こもの入れを作ります。
▶持ち物＝水のりまたはスティックのり、鉛筆1本
▶渥美図書館　☎33-1114

「クラフトテープでマスコットをつくろう！」
▶日時＝7月28日（日）午前10時30分～正午（予定）
▶場所＝赤羽根図書館　こどもし
つ前
▶対象／定員＝どなたでも（未就
学児は保護者同伴）／8名（先着順）
▶内容＝クラフトテープで、小さ
なマスコットを作ります。
▶赤羽根図書館　☎45-3426

【共通事項】
▶申込＝7月13日（土）から直接または電話にて
※詳しくは、チラシまたはHPをご覧ください。

◎ふしぎ文学半島プロジェクト2019
「ふしぎ浮世絵ナイトツアー」
▶日時＝8月24日（土）午後5時～7時30分（予定）
▶その他＝詳細は、34ページのチラシをご覧ください。
▶申込＝7月23日（火）から直接、電話またはFAXにて
▶中央図書館　☎23-4946 23-4646

さまざまな疑問・質問に司書がお答えするコーナーです。

Ｑ．「ヒョウタンを再利用して工芸品を作りたい。
作る物は決まっていないので、いろいろな物の作
り方を知りたい」
◎調べるキーワード

「ヒョウタン」「工芸、クラフト」
A．工芸品ではなく、ヒョウタンの本の中に加工品
の記述が多く見つかります。『とことん楽しむヘチ
マ・ヒョウタン』には飾り物・花器、『ヒョウタンの絵
本』には楽器・照明（ライト）、『これからはひょうた
んがおもしろい』に
は首飾り・食器など
の作り方が掲載さ
れています。
◎調べた本

『とことん楽しむヘ
チマ・ヒョウタン』　
堀保男/著　ひかり
のくに 618.9/ﾎ

『ヒョウタンの絵本』
大槻義昭/編　山福アケミ/絵　農山漁村文化協
会　617/ﾋ　『これからはひょうたんがおもしろ
い』　中村賀昭/著　ハート出版　 617/ﾅ

●中央図書館
 一　般▶7月13日土～8月8日木 「大人は知らない！？
  子どもの大好きな本！！」
 子ども▶～9月1日日 「暑さに負けるな!
  夏読書!」
●赤羽根図書館
 一　般▶7月13日土～8月8日木 「Blueな本」
 子ども▶7月13日土～9月1日日 「夏休み！！こんな本
  読んでみない？」
●渥美図書館
 一　般▶7月13日土～8月8日木 「暑さに負けない!」
 子ども▶7月13日土～8月8日木 「みずのせかい」
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広報秘書課 ☎２2-0138

ティーズチャンネルで放送中
デジタル

ch12 放送日 内　容

～7/4木
歯の健康フェスティバル

田原市地域コミュニティ連合会
交流スポーツ大会

7/4木～7/18木
たはらエコフェスタ 2019

田原市学校未来創造計画について

7/18木～8/1木 夏のお楽しみ情報

◦街角ネットたはら

毎日６回放送
①7：20 ②12：20 ③15：20 ④18：20 ⑤22：20 ⑥24：20
※天候などにより、内容を変更する場合があります。

※この番組表は有料広告として掲載しています。

1001689

◦たはら市政番組のバックナンバーは
　　　　　インターネットでも視聴可能です！
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細かな所までよく見て描けました。筆を
上手に使って色塗りができましたね。

アジサイの花をよーく見て
描いたよ

 　　　　　　 　　　　 はな　　　          　　 み

こま            ところ                       み         か                            ふで          

野菜や果物をよく見て細かい種まで、根
気良く描けましたね。

 や  さい　　 くだ もの                  み        こま             たね               こん　　　

評

漆田保育園

鳥居きとちゃん（5歳）

漆田保育園

玉越逞嗣くん（5歳）

墨の濃淡やにじみ・かす
れを使って「怒り」を力強
く表現することができま
した。

評扉の上のモチーフとレン
ガの塀から「おとぎ話の
世界」に行けそうな感じ
がします。

評 六連小学校6年

小泉香菜子 さん

六連小学校6年

髙崎 渉くん
  わたる

ミニトマトの種を描いたら、
おいしそうになったよ

 か  　な     こ

工作

 　　　    　  

墨絵

千賀
楓香
先生

  き    よ        か
評

　　　　　　　　　　　 たね　　  か　  

じょう ず       つか          いろ  ぬ

 て い 　  じ
山本
美香
先生

原野
佳苗
先生

 か

▼
子
ど
も
た
ち
は
も
う
す
ぐ
楽
し
い

夏
休
み
。親
御
さ
ん
た
ち
に
は
長
い
夏

休
み
が
き
ま
す
ね
。ど
こ
か
へ
遠
出
も

楽
し
い
で
す
が
、今
年
の
夏
は
た
は
ら

を
遊
び
つ
く
し
ま
せ
ん
か
。お
財
布
に

優
し
い
で
す
よ
。（
Ｓ・Ｙ
）

【
表
紙
の
写
真
】す
く
っ
と
で
遊
ぶ
子
ど
も
た
ち

●人口と世帯数（令和元年6月1日現在）

●行政面積

（平成27年3月1日現在・国土地理院調べ）
１91.12km2

出生 31人 死亡 51人

転入 148人 転出 137人

増減 -9人

総人口 62,198人

男性 31,488人

女性 30,710人

世帯数 22,560世帯

※増減は5月中です

今月　納税・使用料の

納期限 7月31日 水

固定資産税・都市計画税
（第２期分）

後期高齢者医療保険料
（第１期分）

節水へのご理解とご協力をお願いします。

（%）総貯水量：51,820千㎥

宇連ダム・大島ダム・
調整池の貯水率

貯水率

62.0%
（32,124千㎥）

令和元年6月19日現在 ［水資源機構調べ］

◦
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